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─
ご
当
選
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
激
戦
で
投
票
率
も
高
く
な
り
ま

し
た
が
、
ず
ば
り
勝
因
は
何
だ
っ
た

と
お
思
い
で
す
か
？

　
世
代
を
問
わ
ず
よ
り
多
く
の
皆
様

が
、
新
し
い
町
政
を
望
ま
れ
た
も
の

と
重
く
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

─ 

公
約
は
藤
澤
町
政
を
継
承
す
る

も
の
も
多
い
よ
う
で
す
が
、「
堀
江

カ
ラ
ー
」
で
ま
ず
取
り
組
み
た
い
こ

と
は
何
で
す
か
？

　
「
声
を
聞
く
こ
と
」
か
ら
と
考
え

て
い
ま
す
。
様
々
な
課
題
や
現
場
の

声
を
う
か
が
い
実
態
を
把
握
し
、
私

の
想
い
も
含
め
適
切
な
施
策
を
講
じ

て
い
き
た
い
で
す
。

─ 

堀
江
さ
ん
に
投
票
さ
れ
た
町
民

は
そ
の
若
さ
や
可
能
性
に
期
待
さ
れ

た
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
若
い

世
代
や
子
育
て
世
代
に
ど
ん
な
お
約

束
を
考
え
て
お
ら
れ
ま
す
か
？

　

子
育
て
施
策
と
教
育
環
境
の
さ
ら

な
る
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。「
滋

賀
県
で
一
番
」
と
言
わ
れ
る
町
を
目

指
し
ま
す
。

─
人
口
流
出
を
食
い
止
め
る
た
め
に

も
若
者
に
魅
力
の
あ
る
町
づ
く
り
を

ど
う
し
よ
う
と
し
て
お
ら
れ
ま
す

か
？

　

住
宅
開
発
な
ど
住
む
場
所
の
確
保

と
企
業
誘
致
な
ど
の
雇
用
確
保
の
ほ

か
、
若
者
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
へ
の
支
援

な
ど
を
考
え
て
い
ま
す
。

堀
江
和
博
新
町
長
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

子
育
て
施
策
と
教
育
環
境
の
さ
ら
な
る
充
実
に
取
り
組
み
ま
す

　
　
　
　
　

　７月５日に行われた日野町長選挙で、町議二期目の堀江和
博氏（36歳）が新町長に選ばれました。
　編集部では新町長に取材しました。

聞
き
手
・
加
藤 

和
幸 

委
員

2議会だより
日野町議会



─
選
挙
戦
で
は
、
学
校
給
食
の
直
営

自
校
方
式
や
学
童
保
育
所
に
つ
い
て

は
こ
れ
ま
で
通
り
進
め
る
、
と
お
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
が
そ
の
お
気
持
ち
に

変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
は
い
。
学
校
給
食
の
直
営
自
校
方

式
と
学
童
保
育
所
は
こ
れ
ま
で
通
り

の
体
制
を
維
持
し
、
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

─ 

財
政
問
題
で
は
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
お
考
え
で
す
か
？

　

財
政
計
画
を
し
っ
か
り
立
て
、
ふ

る
さ
と
納
税
制
度
な
ど
を
活
用
し
た

財
源
確
保
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま

す
。

─ 

ふ
る
さ
と
納
税
の
活
用
を
お
っ

し
ゃ
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
具
体

的
な
進
め
方
は
ど
う
さ
れ
ま
す
か
？

　

農
業
者
・
商
工
業
者
の
方
々
と
連

携
し
て
返
礼
品
を
選
定
し
、
で
き
る

だ
け
早
期
に
ス
タ
ー
ト
を
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

─ 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発

目
標
）
の
町
政
へ
の
導
入
を
お
っ

し
ゃ
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
具
体

化
の
お
考
え
は
？

　
環
境
保
護
や
貧
困
対
策
の
他
、
持

続
可
能
で
エ
シ
カ
ル
（
倫
理
的
）
な

施
策
を
実
質
的
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

─ 

議
会
改
革
特
別
委
員
長
と
し
て

タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
な
ど
を
提
唱
し
て

お
ら
れ
ま
し
た
が
、
町
政
に
お
け
る

ネ
ッ
ト
活
用
な
ど
は
？

　

最
新
の
情
報
通
信
技
術
は
、
業
務

効
率
化
や
情
報
共
有
に
効
果
的
と
考

え
て
い
ま
す
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
含
め

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

─ 

今
回
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で

教
訓
と
す
べ
き
こ
と
は
？

　
日
頃
の
危
機
管
理
体
制
だ
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
は
地
震
・
風
水
害
の
防

災
に
も
通
じ
る
こ
と
で
す
。

─ 

町
政
運
営
に
あ
た
っ
て
常
に
念

頭
に
置
い
て
お
き
た
い
こ
と
は
？

　

選
挙
が
終
わ
れ
ば
ノ
ー
サ
イ
ド
。

全
て
の
町
民
の
皆
様
の
幸
せ
の
た
め

に
全
力
を
注
ぎ
た
い
と
思
い
ま
す
。

─ 

「
一
生
日
野
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
し
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
そ

の
思
い
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

一
生
日
野
に
住
む
者
と
し
て
、
私

に
は
責
任
が
あ
り
ま
す
。
し
っ
か
り

と
次
世
代
に
町
を
引
き
継
ぐ
想
い
で

す
。

─ 

大
変
お
忙
し
い
と
こ
ろ
を
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ご
活
躍
を

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　　　　　 堀江和博新町長にインタビュー

新町長のプロフィール

○堀江和博（ほりえ　かずひろ）

○昭和 59 年生

○日野町杣出身

○�民間企業や町議（２期）を経て、

　７月11日から現職。

○座右の銘　陰徳善事

○愛読書　　貞観政要

3 議会だより
日野町議会



　新型コロナウイルスの感染拡大により緊急事態宣言が出され、個人はじめ会社、事業所、病院、学校
など様々な立場にある人が〝感染防止〟の対策を講じられ、今もその渦中にあります。
　そこで今回、多くの住民や事業所などがコロナの影響下で困られた事や様々な取り組みをされた事、
また、今後困ると予想される事柄について、町や議会に対しての要望などを『住民の声』としてお聞きし
ました。

新型コロナ対策「住民の声」

〔病院関係者〕
●コロナ問題で収益が大幅に悪化している。また、コ
ロナ感染への警戒心から離職者も出ている。そし
て、感染防護用具も不足している。
●コロナ感染への対応や対策について、住民への周
知が不十分だと思っている。感染に関し正しい知識
の啓発に努めてほしい。
●感染防止対策に取り組んでいる企業や医療機関等
へ、形ある支援を検討してほしい。
●ＰＣＲ検査センターの設置を検討してほしい。

〔保育士〕
●保育園は保育士と園児、園児と園児のかかわりが
子どもの成長にとって不可欠。それでも子どもた
ちが〝密集〟にならないよう時間と場所をずらすな
ど工夫した。
●手洗い石鹸・消毒液・ゴム手袋・マスクなど、今まで普
通にあったものが品切れで手に入らず困った。役場
から消毒液やマスクを、また保護者やファミサポか
らも手作りマスクをいただいた。

〔学童保育職員〕
●マスクや消毒液が品薄になり、手に入らず困った。役
場に相談し対応して頂けた。
●長期休校に対し現在の施策では、指導員の体制や人
員配置がうまく対応できず困った。
●今回のコロナ問題で、学童保育については何度も
ニュース等で取り上げられた。小学校からは変更あ
る毎に相談や連絡を常にいただき、その点について
は運営がスムーズにできた。

〔妊婦と子ども〕
●私はアパートで、会社員の主人と２歳の娘の３人暮ら
しです。６月に第２子を出産しました。入院中、コロナ
感染防止のため「子どもは当院へ連れてきてはいけ
ない」と言われ親元に預けました。しかし、娘は何度
も「ママは？ママは？」と泣くので、親元も大変だっ
たとのこと。退院まで１週間かかったので、その間、
親子を引き離した〝コロナ隔離〟は２歳の娘にとって
残酷な日々でした。

〔大型店舗関係者〕
●学校が長期休校となったため、子どものいる従業員
も居て、確保とやり繰りが大変だった。
●商品供給が不安定で、紙類・マスク・粉ものなど何種
類かの商品が品切れを起こし、客への対応で一部の
店員にストレスが発生した。
●商品販売に関して事実と異なる噂が流れており、自
社も小売業全体も火消しの対応に追われた。
●地域の行事や学校スケジュール等に変更があれば、
その正確な情報の連絡や共有が重要。

〔農業経営者〕
●農業は、田植え・稲刈り・草刈りなど、ほとんどが一人
で行う機械作業のため、コロナ感染の影響はありま
せんでした。しかし、年々耕作者が減少し、また高齢
化して後継者不足は深刻です。コロナ不況で余儀な
く廃業された方や離職された方の中で農業経験の
ある方や志のある方が、日本の農業を守るためにも
「農業派遣作業員」として活躍していただけると有
り難いです。また、コロナ不況を１つのチャンスと捉
え、町が間に入って、農業経験者の「登録」「派遣」
「賃金管理」などに協力して頂ければと思います。

〔障害者施設職員〕
●マスク・消毒液・介助用手袋が不足し、町や地域の皆
さんや企業から多くの応援をいただき助かった。
●滋賀県も３月２日から特別支援学校も休校となり、準
備期間が無い中、障害児学童保育を８時から１８時ま
で長時間開所せざるを得ない状況となり、その後更
に休校が延長された時は心身ともに疲れ果て、町か
ら県立養護学校に陳情していただき、学校で受け入
れをしていただき助かった。
●障害児は集団で生活しているので、感染が確認され
た場合、すぐに入院できるよう町から医療機関へ働
きかけていただきたい。

〔病院勤務の看護師〕
●職場ではマスクが今なお不足している。また、同僚
の中には〝病院勤務〟というだけで、コロナ感染の疑
いから家族まで差別扱いを受けたという人がいた。
また、国も県も町もコロナ対応に関しては情報公開
がいつも遅いと思う。

〔民間製造業〕
●初期にマスクや消毒液の確保が難しく苦労した。
●今後、第２波が来て学校などが突然休校になった場
合、従業員で困る人がいるので、その支援策（子ど
もを預けられる場所の確保等）を明確にし、住民に
知らせるべきではないか。

〔個人商店主〕
●３月～５月は行事や祭、イベント等がコロナの影響で
中止となり、また、公共施設への商品納入もカットさ
れ、売り上げがいつもより３０％ほど落ち込み、厳し
い経営状況となった。
●祭り・法事等の冠婚葬祭の自粛、また、学校給食の納
品の激減により店の経営が苦しい。
●商工会や料飲組合は、今回の緊急対策の窓口になっ
て下さり、指導を受けている。町から商工会に対す
る補助金等の継続をお願いしたい。

〔窓口業務（役場職員）〕
●窓口への来庁者の対応、および職場内での取り組み
として、カウンターに消毒剤の設置、カウンターや記
載台の消毒、マスク着用の徹底、飛沫感染を防ぐた
め窓口に透明の遮蔽シートを設置した。ただ、この
ためお互いの会話の声が聞きづらく、来庁者にご不
便をおかけした。

〔中学校教諭〕
●学校は年間計画に基づき授業等を進めるので、コロ
ナによる臨時休校は計画が狂い大変だった。
●緊急対応として学習支援員を町で配置していただ
き有り難かった。ただ、人材確保は難しかった。
●計画していた学校行事が中止となり、特に３年生に
とっては思い出が少なく心配だ。

〔生徒保護者〕
●４月・５月は自宅待機で家族が皆家に居て食費代がか
さんだ。また、電気代・ガス代・水道代も増え、引き落
としが心配だ。
●公共施設のトイレは、点灯・使用後の排水・水道での
手洗いは、すべてセンサーで可動するように改良し
てほしい。

〔幼稚園教諭〕
●手洗い、消毒、室内はマスク着用、間を空けて食事
など工夫している。スキンシップは安心感や信頼を
築くため必要。やはり園は〝密接〟は避けられない。

〔介護施設職員〕
●マスクが手に入らず、何度も使う結果となった。今
後、緊急事態に備え、町でのマスク確保をお願いし
たい。
●介護職員が万一、コロナに感染して出勤できない場
合の職員不足の事業所に対して、町が中心となって
介護施設間の効果的な連携について環境整備を構
築してほしい。また今後、感染が疑われる職員が出
た時の宿泊施設の確保をお願いしたい。
●コロナ感染対応による介護職員の不足は深刻な問
題。一方、介護職員の〝高齢化〟も著しく、新たな職
員の確保が難しい。そのため、地元（町内）で「介護
職員初任者研修」の開催を町主体で実施してほし
い。
●デイサービスも居宅支援サービスも利用者の感染
に対する不安から、一部で利用の自粛があった。
●マスク着用による介護職員の夏季の暑さ対策への
対応が難しい。

〔小学校教諭〕
●突然の臨時休校は、学校現場にとって戸惑いが大き
く困惑した。生徒の「臨時預かり」については現場か
ら様々な声が聞かれた。
●給食の提供は全国では４％とのことだが、良かった。
ただし、毎日食数が変わり大変だった。
●水泳学習が出来ず、生徒たちの夏の楽しみを奪って
しまい申し訳ない。
●年度途中での学習支援員の人材確保に苦慮した。
●コロナの対応で、従来無かった物品の購入予算の確
保をお願いしたい。
●臨時休校中、学童保育との連携をとって頂き有り難
かった。

特集

ご回答いただきました皆さまへ
　ご多忙の中、ご協力いただきありがとうございまし
た。たくさんの感想をいただき、紙面上は取りまとめ
掲載しましたが、すべての内容は、議員間で情報を共
有するとともに、行政側にも報告し、ご意見等につい
ては対応を検討されるように要請致しました。

（令和2年6月調査）
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　新型コロナウイルスの感染拡大により緊急事態宣言が出され、個人はじめ会社、事業所、病院、学校
など様々な立場にある人が〝感染防止〟の対策を講じられ、今もその渦中にあります。
　そこで今回、多くの住民や事業所などがコロナの影響下で困られた事や様々な取り組みをされた事、
また、今後困ると予想される事柄について、町や議会に対しての要望などを『住民の声』としてお聞きし
ました。

新型コロナ対策「住民の声」

〔病院関係者〕
●コロナ問題で収益が大幅に悪化している。また、コ
ロナ感染への警戒心から離職者も出ている。そし
て、感染防護用具も不足している。
●コロナ感染への対応や対策について、住民への周
知が不十分だと思っている。感染に関し正しい知識
の啓発に努めてほしい。
●感染防止対策に取り組んでいる企業や医療機関等
へ、形ある支援を検討してほしい。
●ＰＣＲ検査センターの設置を検討してほしい。

〔保育士〕
●保育園は保育士と園児、園児と園児のかかわりが
子どもの成長にとって不可欠。それでも子どもた
ちが〝密集〟にならないよう時間と場所をずらすな
ど工夫した。
●手洗い石鹸・消毒液・ゴム手袋・マスクなど、今まで普
通にあったものが品切れで手に入らず困った。役場
から消毒液やマスクを、また保護者やファミサポか
らも手作りマスクをいただいた。

〔学童保育職員〕
●マスクや消毒液が品薄になり、手に入らず困った。役
場に相談し対応して頂けた。
●長期休校に対し現在の施策では、指導員の体制や人
員配置がうまく対応できず困った。
●今回のコロナ問題で、学童保育については何度も
ニュース等で取り上げられた。小学校からは変更あ
る毎に相談や連絡を常にいただき、その点について
は運営がスムーズにできた。

〔妊婦と子ども〕
●私はアパートで、会社員の主人と２歳の娘の３人暮ら
しです。６月に第２子を出産しました。入院中、コロナ
感染防止のため「子どもは当院へ連れてきてはいけ
ない」と言われ親元に預けました。しかし、娘は何度
も「ママは？ママは？」と泣くので、親元も大変だっ
たとのこと。退院まで１週間かかったので、その間、
親子を引き離した〝コロナ隔離〟は２歳の娘にとって
残酷な日々でした。

〔大型店舗関係者〕
●学校が長期休校となったため、子どものいる従業員
も居て、確保とやり繰りが大変だった。
●商品供給が不安定で、紙類・マスク・粉ものなど何種
類かの商品が品切れを起こし、客への対応で一部の
店員にストレスが発生した。
●商品販売に関して事実と異なる噂が流れており、自
社も小売業全体も火消しの対応に追われた。
●地域の行事や学校スケジュール等に変更があれば、
その正確な情報の連絡や共有が重要。

〔農業経営者〕
●農業は、田植え・稲刈り・草刈りなど、ほとんどが一人
で行う機械作業のため、コロナ感染の影響はありま
せんでした。しかし、年々耕作者が減少し、また高齢
化して後継者不足は深刻です。コロナ不況で余儀な
く廃業された方や離職された方の中で農業経験の
ある方や志のある方が、日本の農業を守るためにも
「農業派遣作業員」として活躍していただけると有
り難いです。また、コロナ不況を１つのチャンスと捉
え、町が間に入って、農業経験者の「登録」「派遣」
「賃金管理」などに協力して頂ければと思います。

〔障害者施設職員〕
●マスク・消毒液・介助用手袋が不足し、町や地域の皆
さんや企業から多くの応援をいただき助かった。
●滋賀県も３月２日から特別支援学校も休校となり、準
備期間が無い中、障害児学童保育を８時から１８時ま
で長時間開所せざるを得ない状況となり、その後更
に休校が延長された時は心身ともに疲れ果て、町か
ら県立養護学校に陳情していただき、学校で受け入
れをしていただき助かった。
●障害児は集団で生活しているので、感染が確認され
た場合、すぐに入院できるよう町から医療機関へ働
きかけていただきたい。

〔病院勤務の看護師〕
●職場ではマスクが今なお不足している。また、同僚
の中には〝病院勤務〟というだけで、コロナ感染の疑
いから家族まで差別扱いを受けたという人がいた。
また、国も県も町もコロナ対応に関しては情報公開
がいつも遅いと思う。

〔民間製造業〕
●初期にマスクや消毒液の確保が難しく苦労した。
●今後、第２波が来て学校などが突然休校になった場
合、従業員で困る人がいるので、その支援策（子ど
もを預けられる場所の確保等）を明確にし、住民に
知らせるべきではないか。

〔個人商店主〕
●３月～５月は行事や祭、イベント等がコロナの影響で
中止となり、また、公共施設への商品納入もカットさ
れ、売り上げがいつもより３０％ほど落ち込み、厳し
い経営状況となった。
●祭り・法事等の冠婚葬祭の自粛、また、学校給食の納
品の激減により店の経営が苦しい。
●商工会や料飲組合は、今回の緊急対策の窓口になっ
て下さり、指導を受けている。町から商工会に対す
る補助金等の継続をお願いしたい。

〔窓口業務（役場職員）〕
●窓口への来庁者の対応、および職場内での取り組み
として、カウンターに消毒剤の設置、カウンターや記
載台の消毒、マスク着用の徹底、飛沫感染を防ぐた
め窓口に透明の遮蔽シートを設置した。ただ、この
ためお互いの会話の声が聞きづらく、来庁者にご不
便をおかけした。

〔中学校教諭〕
●学校は年間計画に基づき授業等を進めるので、コロ
ナによる臨時休校は計画が狂い大変だった。
●緊急対応として学習支援員を町で配置していただ
き有り難かった。ただ、人材確保は難しかった。
●計画していた学校行事が中止となり、特に３年生に
とっては思い出が少なく心配だ。

〔生徒保護者〕
●４月・５月は自宅待機で家族が皆家に居て食費代がか
さんだ。また、電気代・ガス代・水道代も増え、引き落
としが心配だ。
●公共施設のトイレは、点灯・使用後の排水・水道での
手洗いは、すべてセンサーで可動するように改良し
てほしい。

〔幼稚園教諭〕
●手洗い、消毒、室内はマスク着用、間を空けて食事
など工夫している。スキンシップは安心感や信頼を
築くため必要。やはり園は〝密接〟は避けられない。

〔介護施設職員〕
●マスクが手に入らず、何度も使う結果となった。今
後、緊急事態に備え、町でのマスク確保をお願いし
たい。
●介護職員が万一、コロナに感染して出勤できない場
合の職員不足の事業所に対して、町が中心となって
介護施設間の効果的な連携について環境整備を構
築してほしい。また今後、感染が疑われる職員が出
た時の宿泊施設の確保をお願いしたい。
●コロナ感染対応による介護職員の不足は深刻な問
題。一方、介護職員の〝高齢化〟も著しく、新たな職
員の確保が難しい。そのため、地元（町内）で「介護
職員初任者研修」の開催を町主体で実施してほし
い。
●デイサービスも居宅支援サービスも利用者の感染
に対する不安から、一部で利用の自粛があった。
●マスク着用による介護職員の夏季の暑さ対策への
対応が難しい。

〔小学校教諭〕
●突然の臨時休校は、学校現場にとって戸惑いが大き
く困惑した。生徒の「臨時預かり」については現場か
ら様々な声が聞かれた。
●給食の提供は全国では４％とのことだが、良かった。
ただし、毎日食数が変わり大変だった。
●水泳学習が出来ず、生徒たちの夏の楽しみを奪って
しまい申し訳ない。
●年度途中での学習支援員の人材確保に苦慮した。
●コロナの対応で、従来無かった物品の購入予算の確
保をお願いしたい。
●臨時休校中、学童保育との連携をとって頂き有り難
かった。

特集

ご回答いただきました皆さまへ
　ご多忙の中、ご協力いただきありがとうございまし
た。たくさんの感想をいただき、紙面上は取りまとめ
掲載しましたが、すべての内容は、議員間で情報を共
有するとともに、行政側にも報告し、ご意見等につい
ては対応を検討されるように要請致しました。

（令和2年6月調査）
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　　新型コロナウイルス
　　　　　議会の対応について
　日野町議会では新型コロナウイルス対策として以下の取組みをおこ
なっています。

　議員並びに役場職員はマスクを着用し、体調不良の場合は必ず申告し欠席対応とす
ることとしています。役場４階各所に、アルコール消毒液を設置するとともに定期的
な換気を実施しています。全員協議会などの会議についても、議員間のスペースを広
く確保するとともに、できるだけ長時間とならないよう、簡潔に会議が進むように心
がけています。

議 会 運 営

　議場では、議員席・執行部席ともに１席ずつ空けて座るようにし、発言席には透明
アクリル板を設置しています。役場執行部の出席人数も最小限にとどめ、出席しない
職員は別室にてモニターで視聴し待機する対応をとっています。傍聴席も１席ずつ空
け、人数制限をおこなっています。

本 会 議

　４月 21日には「日野町議会から町民の皆様へ」と題したチラシを町内全戸に新聞折
込みをさせていただき、「３密を避ける」等の啓発活動をおこなっています。また、４
月下旬には、日野町議会各会派より、役場執行部に対し新型コロナウイルス感染症対策・
経済対策などの要望活動もおこなっています。

啓 発・ 要 望 活 動

　今春実施予定であった「住民の皆さんとの意見交換会」の実施を延期する対応をとっ
ています。また、作成中であった「日野町議会災害対応方針」に、新たに新型コロナ
ウイルス感染症対策の項目を設けることを決定し、内容についての協議を重ねています。

議会改革特別委員会

　新型コロナウイルスの影響による諸事情を鑑み、議員全員の議員報酬カット（７月
から 10月までの４ヶ月間、報酬の 10％カット）を全会一致で可決しました。カット
した予算は、「上水道料金の基本料金無料化施策」に充てることとしています。

議員報酬の 10％カット

引き続き、日野町議会議員一同、
新型コロナウイルス対策に取り組んでまいります
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　5月臨時議会で可決された補正予算についての多くは既にご案内済みのため、詳細は
割愛させていただきます。詳しくは「広報ひの6月号」をご覧ください。

「広報ひの6月号」新型コロナウイルス感染症に関する支援策

＜補正予算の規模と財源（5～6月）＞　

＜6月補正予算の主な内容＞　

http://www.town.shiga-hino.lg.jp/cmsfiles/contents/0000005/5073/2-5.pdf

5月臨時会

5月補正

6月定例会

6月補正

6月定例会

6月補正（追加）

5月・6月

補正予算合計

額

一般会計
23億2312万

8000円

9500万

9000円

1億1202万

6000円

25億3016万

3000円

うち国・県補助
22億8859万

2000円

3374万

5000円
550万円

23億2783万

7000円

うち町財源等
3453万

6000円

6126万

4000円

1億652万

6000円

2億232万

6000円

国民健康保険特別会計 110万円 0円 0円 110万円

水道事業会計 0円 50万円 0円 50万円

合計
　23億2422万

8000円

9550万

9000円

1億1202万

6000円

25億3176万

3000円

うち、新型コロナ予算
23億2169万

8000円

9550万

9000円

1億1202万

6000円

25億2923万

3000円

①経済・生活
■�水道料金の基本料金減免6か月（議会の
修正により4か月から6か月に延長）

■�全町民に対し、1人あたり3,000円の地域
商品券配布

■�売上減少率20〜50%事業者への支援金  
（限度額20万円）

②こども・教育
■��小中学校1人1台パソコン整備の前倒し
（滋賀県で取りまとめ共同購入）

■�学習支援員・学校活動サポート要員の増
員配置

■�マスク・消毒液・非接触型体温計の配備
③防災
■�避難所用テント型パーテーション整備
（700セット）

④手当・報酬のカット
■ 町三役（町長・副町長・教育長）
内　容 6月期末手当全額減額

目　的 一般財源へ充当

■ 町議会議員全員（※議員提案）
内　容 報酬月額の10%×4か月減額

目　的

水道料金の減免を町長提案の
4か月から、議員提案により6
か月に延長するにあたり、一般
会計で必要となる一般財源相
当分に充当を希望するもの

補正予算トピックス
T o p i c s
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こ こ に 注 目 ！ 委 員 会 の 報 告

　予算特別委員会
○�令和 2年度 6月補正予算（新型コロナウイルス感染症対策 第 2次分）と補正予算追
加分（新型コロナウイルス感染症対策 第 3次分）を審議　
　歳入では、国や県からの支出金と町の財政調整基金を一般会計に繰入れることに
より財源を確保する。
　歳出では、主に生活者支援策や小規模事業者支援策、幼児保育から学校教育支援
策など、細部にわたって施策の確認を進めました。誰一人取り残さないこと、スピー
ド感ある対応を求めました。

　予算特別委員会と厚生常任委員会 
○�日野町一般会計補正予算（第 3号）に対する
修正動議
○�日野町簡易水道特別会計補正予算および日野
町水道事業会計補正予算に対する修正動議　
　髙橋議員より新型コロナウイルス感染症対
策で、町が提案した水道料金基本料金の 4か
月間の減免に対して 2か月間延長し、6か月
間減免することを提案されました。予算特別
委員会では賛成多数で可決され、厚生常任委
員会では全会一致で可決しました。

　総務常任委員会
○日野町防災情報伝達システム整備事業について　
　日野町版防災アプリの整備、防災行政無線および戸別受信機の整備を進めるものです。
　日野町役場に親局を置き、各地区七つの公民館と小野・西明寺・熊野を屋外拡声子局
とし、デジタル化するものです。年内には各地区に説明会に入る予定で進められます。

　地方創生特別委員会
○企業誘致、鳥居平工業団地に工場建設決まる
 　進出される企業の豊通ペットリサイクルシ
ステムズ ( 株 ) は、豊田通商 ( 株 ) の傘下で飲
用ペットボトル原料ペレットのリサイクル製
造工場です。稼働時期は令和 4年 3月を予定
されています。

○西大路定住宅地整備事業は、8月末から敷地造成工事に着手となる
　今年 3月には、土地売買契約書への調印を終え、所有権移転登記が完了しており、
開発許可申請によりいよいよ工事が始まります。24区画（61.3 坪～ 70.7 坪）の整
備が進められます。

水道料金の基本料金を６か月分減免
減免内容 
基本料金１期（2か月）×３期分（6か月分）を無料

口径 減免金額

13㎜ 1 期 3,520 円× 3 期分
＝10,560 円（税込み）

20㎜ 1 期 7,040 円× 3 期分
＝21,120 円（税込み）

・�アパート等の集合メーターは、全口径が対
象となる。
・�甲賀市給水区域においても、基本料金分を
町が補助する。

建設が予定されている鳥居平工業団地
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令和 2年6月
町議会定例会における
一般質問内容および質問順序

本会議の模様をインターネットで配信しています。
（ライブ中継・録画中継）
右の QRコードを読み取ると一般質問の録画が視聴できます。

日野町議会インターネット中継 検索

発言順序・氏名 質　　問　　内　　容

1 山田　人志 1. 経済・産業についての政策論議 P.10

2 髙橋　源三郎 1. 新型コロナ感染拡大の第２波への対応は P.11

3 山本　秀喜
1. 地方自治体（日野町）のコンプライアンスは
2. （株）平和堂日野店の跡地購入交渉経過は
3. 西大路中野城址の保全・整備について
4. 日野町地域防災計画について

P.12

4 堀江　和博 1. 新型コロナウイルス　学校教育について P.13

5 後藤　勇樹 1. 新型コロナ、日野町の対応を問う
2. 公職選挙法を通して政治家の資質を問う P.14

6 1. �新型コロナ感染症のこれまでの対応と今後の課題につ
いて（教育・福祉・地域コミュニティ） P.15

7 中西　佳子 1. 高齢期の生活支援の充実を！
2. 今後の災害対応について P.16

8 齋藤　光弘 1. 新型コロナウイルス感染症対策の支援事業は
2. 中山間地域等直接支払交付金制度の実施は P.17

9 谷　　成隆 1. 新型コロナウイルス感染症対策について P.18

10 西澤　正治 1. 新型コロナウイルス
　小中学校、生活、税制面での対策は P.19

11 池元　法子 1. コロナ危機対策とこれからの日野町のあり方について P.20

12 野矢　貴之 1. �未来を担う人材への投資はどうなっている ?             　　　　　　　　　        
ー社会教育・人材育成ー P.21

加藤　和幸
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問
　
大
企
業
・
中
堅
企
業
が
日

本
の
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の
大
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大
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政
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改
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新
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ど
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思
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。
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正
し
い
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ル
に
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事
で
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雇
用
を
中
心
に
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て

社
会
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い
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一
億
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あ
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が
、
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変
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問
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ー
バ
ル
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た
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革
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今
回
の
新
型

コ
ロ
ナ
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で
総
崩
れ
に
な
っ
た
。

　
コ
ロ
ナ
後
は
、
地
域
社
会
を
形

づ
く
っ
て
い
る
小
規
模
事
業
者
へ

の
政
策
が
よ
り
重
要
に
な
る
と
思

う
が
ど
う
か
。

答　

地
域
に
根
差
し
た
小
規
模
事

業
者
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域
の

ニ
ー
ズ
を
掘
り
起
こ
し
、
地
域
社
会

を
持
続
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

問
　
そ
の
小
規
模
事
業
者
に
共

通
す
る
問
題
が
事
業
承
継
で
あ
る

が
、
日
野
町
で
進
め
て
い
る
施
策

を
聞
き
た
い
。

答
　
商
工
業
で
は
、
経
営
革
新
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
の
、
事
業

承
継
は
難
し
い
と
聞
い
て
い
る
。
農

業
で
は
、
就
農
希
望
者
の
支
援
を
は

じ
め
、
多
様
な
農
業
経
営
者
の
育
成

を
関
係
機
関
と
連
携
し
て
進
め
て
い

る
。問

　
小
規
模
事
業
者
は
、
地
域

の
資
金
循
環
に
貢
献
し
て
地
域
社

会
を
形
づ
く
っ
て
い
る
が
、
現
状

の
把
握
は
で
き
て
い
る
か
。

答　
産
業
連
関
や
地
域
内
乗
数
効
果

に
関
す
る
情
報
は
得
て
い
な
い
が
、

町
の
公
共
投
資
や
物
品
購
入
等
で
地

域
内
に
資
金
が
循
環
し
、
効
果
が
発

揮
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

問
　
町
内
に
進
出
し
て
い
る
工

場
等
に
対
し
、
道
路
事
情
の
改
善

な
ど
社
員
が
働
き
や
す
い
職
場
環

境
を
提
供
す
る
必
要
は
な
い
か
。

答　
町
道
、
県
道
、
国
道
な
ど
の
イ

ン
フ
ラ
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、

企
業
懇
談
会
を
通
じ
て
、
企
業
側
の

ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
て
い
る
。

要 

望　
進
出
企
業
か
ら
出
さ
れ

る
要
望
に
対
応
す
る
こ
と
で
、
地

元
雇
用
・
地
元
消
費
の
拡
大
に
係

る
企
業
の
協
力
に
つ
な
が
る
よ
う
、

戦
略
的
な
取
り
組
み
を
期
待
す
る
。

　
ど
の
よ
う
な
社
会
を
目
指
す
に

し
て
も
、
裏
表
の
関
係
で
、
必
ず

そ
の
社
会
に
応
じ
た
経
済
の
カ
タ

チ
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
カ
タ
チ
を
考
え
る
こ
と

は
、
行
政
と
し
て
大
事
な
仕
事
の

ひ
と
つ
で
す
。

議
員
の
コ
メ
ン
ト

　
日
野
町
政
で
は
経
済
政
策
に
あ

ま
り
関
心
が
な
い
の
か
、
議
員
の

立
場
で
地
域
経
済
振
興
や
産
業
政

策
の
話
を
す
る
機
会
は
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
経
済
・
産
業
政
策
は
、

ま
ち
づ
く
り
の
重
要
な
土
台
で
あ

り
、
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
事
態
が

落
ち
着
い
た
後
、
世
の
中
は
大
き

く
変
わ
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
、

地
域
経
済
の
あ
り
方
に
つ
い
て
根

本
の
理
念
か
ら
見
て
み
る
機
会
で

は
な
い
か
と
考
え
、
一
問
一
答
で

政
策
論
議
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

問
　
小
さ
な
町
の
経
済
を
考
え

る
う
え
で
も
基
本
は
政
策
理
念
な

の
で
、
日
本
の
経
済
政
策
（
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
成
長
戦
略
）
を
ど
の
よ

う
に
見
て
い
る
か
聞
き
た
い
。

答　
国
民
が
豊
か
さ
を
実
感
で
き
て

い
な
い
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
事
態
で
都

市
の
脆ぜ
い

弱じ
ゃ
く

性せ
い
も
現
れ
た
。

　

自
国
中
心
に
陥
る
市
場
経
済
至
上

主
義
か
ら
自
然
と
の
共
生
な
ど
心
豊

か
な
社
会
に
転
換
す
る
経
済
活
動
が

望
ま
れ
る
。

山田 人志 議員
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一 質般 問

　新型コロナ感染拡大の第２波への対応は

　

全
国
一
律
の
休
校
で
は
な
く
、

各
学
校
の
現
状
に
即
し
た
対
応
と

し
て
、
毎
年
冬
期
に
流
行
る
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
並
み
の
対
応
で
よ
い

と
思
う
。
義
務
教
育
を
長
期
間
止

め
て
は
な
ら
な
い
。

議
員
の
コ
メ
ン
ト

い
ず
れ
も
６
カ
月
間
隔
で
襲
っ
て

き
た
と
の
こ
と
。

　
以
上
、
ス
ペ
イ
ン
風
邪
の
記
録

を
参
考
に
し
た
時
、
今
回
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の

第
２
波
は
、
日
本
で
は
２
月
に
始

ま
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
そ
の
６

カ
月
後
と
な
り
、
こ
の
夏
の
〝
８

月
頃
〟
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

予
測
さ
れ
る
。
万
一
そ
う
な
っ
た

場
合
、
再
び
緊
急
事
態
宣
言
が
出

さ
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
は

丁
度
、
学
校
は
夏
休
み
の
真
っ
只

中
で
あ
り
、
９
月
か
ら
の
２
学
期

の
登
校
も
危
ぶ
ま
れ
る
と
こ
ろ
で

す
。
も
し
そ
う
な
っ
た
場
合
の
対

応
と
し
て
、
次
の
４
点
に
つ
い
て

お
尋
ね
し
ま
す
。

①
小
・
中
学
校
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
授
業
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
が
、

実
現
の
可
能
性
は
。
も
し
実
現
が

困
難
な
場
合
、
生
徒
を
２
班
に
分

け
て
授
業
を
行
う
こ
と
は
出
来
る

の
か
。

②
も
し
再
び
、
９
月
か
ら
学
校
を

長
期
休
校
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ

た
場
合
の
授
業
の
方
針
は
。

③
民
間
企
業
や
商
店
等
に
対
し
て

再
度
〝
営
業
自
粛
〟
や
〝
休
業
〟

等
の
要
請
が
出
さ
れ
た
場
合
、
町

独
自
の
財
政
的
支
援
は
ど
う
か
。

④
同
じ
く
、
営
業
自
粛
や
休
業
要

請
に
よ
り
、
町
税
収
が
一
定
の
率

〝
減
収
〟
と
な
っ
た
場
合
や
、
更

に
は
地
方
交
付
税
が
減
額
さ
れ
た

場
合
は
ど
の
よ
う
な
対
策
を
考
え

て
お
ら
れ
る
か
。

答
　
①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
授
業
、
い

わ
ゆ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
に
は
３
つ

の
課
題
が
あ
る
。
１
つ
は
ネ
ッ
ト
接

続
環
境
が
至
急
に
整
え
ら
れ
る
か
ど

う
か
。
２
つ
目
は
効
果
的
な
指
導
の

工
夫
に
対
す
る
教
職
員
の
力
量
形
成

と
そ
れ
に
要
す
る
時
間
の
問
題
。
３

つ
目
は
小
・
中
学
生
が
自
宅
で
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
に
向
か
っ
て
自
主
的
に

集
中
し
て
学
習
が
で
き
る
か
ど
う
か
。

以
上
様
々
な
課
題
が
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
生
徒
の
２
班
体
制
の
授
業
は
、

教
室
や
教
師
不
足
で
不
可
能
。

②
再
度
の
長
期
休
校
は
考
え
に
く
い

が
、
万
一
、
教
師
や
生
徒
ま
た
そ
の

家
族
に
感
染
者
が
出
た
場
合
は
、
該

当
校
の
み
臨
時
に
数
日
間
休
校
と
す

る
。（
②
は
以
下
答
弁
略
）

③
国
や
県
が
休
業
要
請
等
を
行
っ
た

場
合
は
、
国
や
県
が
対
策
を
講
じ
る

べ
き
も
の
。
ま
た
、
状
況
を
判
断
し

て
町
独
自
の
財
政
的
支
援
が
必
要
な

場
合
は
、
躊
躇
な
く
対
策
を
講
じ
る
。

支
援
の
期
間
は
そ
の
際
に
検
討
す
る
。

④
第
２
波
に
よ
り
営
業
自
粛
や
休
業

要
請
が
行
わ
れ
た
場
合
、
法
人
町
民

税
は
税
収
減
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
の

場
合
、
地
方
財
政
法
の
一
部
改
正
に

よ
り
猶
予
特
例
債
が
創
設
さ
れ
、
一

時
的
な
減
収
を
埋
め
る
た
め
の
猶
予

相
当
額
に
つ
い
て
特
例
債
で
対
応
で

き
る
。
ま
た
、
財
政
調
整
基
金
も
活

用
す
る
。
ま
た
、
地
方
交
付
税
は
行

政
水
準
を
維
持
す
る
た
め
の
も
の
で

減
額
は
想
定
し
て
い
な
い
し
、
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大

　
の
第
２
波
へ
の
対
応
は

問
　
５
月
25
日
に
「
緊
急
事
態

宣
言
」
は
全
面
解
除
と
な
っ
た
が
、

こ
れ
で
感
染
拡
大
が
収
ま
っ
た
訳

で
は
な
い
。
第
２
波
や
第
３
波
が

襲
っ
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

現
に
、
今
か
ら
約
百
年
前
の

１
９
１
８
年
～
１
９
２
０
年
に
か

け
て
発
生
し
た
〝
ス
ペ
イ
ン
風
邪
〟

で
は
、
全
世
界
で
５
億
～
６
億
人

が
感
染
し
、
４
千
万
～
５
千
万
人

が
死
亡
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

日
本
で
は
ど
う
か
と
言
う
と
、
百

年
前
の
こ
と
で
数
字
に
多
少
幅
は

あ
る
が
、
そ
れ
で
も
感
染
者
は

約
２
３
０
０
万
人
、
死
亡
者
は
約

38
万
人
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の

数
字
は
当
時
の
日
本
の
人
口
規
模

か
ら
す
る
と
、
感
染
率
は
約
40
％
、

死
亡
率
は
感
染
者
の
約
1
・
6
％

と
言
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
死
亡

率
を
10
万
人
規
模
で
表
示
す
る
と

約
６
６
０
人
と
な
り
、
こ
れ
は
日

本
に
と
っ
て
〝
甚
大
な
被
害
〟
で

あ
っ
た
訳
で
す
。
こ
の
時
、
第
１

波
、
第
２
波
、
第
３
波
の
周
期
は

髙橋 源三郎 議員

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問

議会だより
日野町議会

11



一 質般 問

日
野
町
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
（
法
令
遵
守
、公
正・

公
平
・
中
立
の
姿
勢
）
は

問
　
地
方
自
治
体
の
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
と
し
て
求
め
る
も
の
は
、

⑴
社
会
全
体
、
地
域
全
体
に
対
し

て
、
公
正
・
公
平
・
中
立
の
姿
勢

が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
。

⑵
法
令
に
基
づ
く
自
治
体
経
営
が

で
き
て
い
る
こ
と
。

⑶
不
正
・
不
祥
事
を
防
止
す
る
こ

と
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
に

つ
い
て
、
町
の
姿
勢
や
取
り
組
み

に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

①
現
町
政
運
営
で
法
令
等
の
遵
守

の
み
な
ら
ず
、
公
正
・
公
平
で
透

明
性
が
あ
る
業
務
執
行
が
で
き
て

い
る
か
。

答
　
法
令
等
の
遵
守
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
公
正
・
公
平
か
つ
透
明
性
が

あ
る
業
務
を
執
行
し
て
い
ま
す
。
日

常
の
業
務
で
は
、
複
数
の
職
員
が

チ
ェ
ッ
ク
す
る
体
制
を
整
え
て
お

り
、
住
民
や
社
会
の
要
請
状
況
を
勘

案
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

問
　
②
障
が
い
者
雇
用
の
法
定
雇

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
に
よ
り
、
小
中
学
校
で
は

３
か
月
間
の
休
校
と
な
り
ま
し
た
。

６
月
よ
り
登
校
が
再
開
さ
れ
ま
し

た
が
、
学
習
の
遅
れ
な
ど
様
々
な

課
題
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
お
伺
い
し
ま
す
。

問
　
学
習
の
遅
れ
に
対
す
る
対
応

は
。

答
　
ま
ず
、
未
履
修
と
な
っ
て
い
る

内
容
を
正
確
に
把
握
し
、
精
査
し
た

上
で
、
時
間
を
か
け
て
指
導
す
る
内

容
、
時
間
配
分
を
減
ら
し
た
り
、
他

の
内
容
と
組
み
合
わ
せ
る
内
容
な
ど

に
分
類
し
、
年
間
の
学
習
計
画
を
再

構
築
し
、
学
習
の
遅
れ
を
取
り
戻
す
。

授
業
時
間
の
不
足
に
つ
い
て
は
、
夏

休
み
冬
休
み
の
短
縮
や
学
校
行
事
の

見
直
し
な
ど
で
時
間
を
生
み
出
す
工

夫
を
行
い
、
家
庭
訪
問
や
懇
談
会
の

持
ち
方
、
教
職
員
の
研
修
会
や
会
議

の
持
ち
方
を
見
直
し
、
少
し
で
も
時

間
を
生
み
出
し
、
小
さ
な
積
み
重
ね

も
大
事
に
し
な
が
ら
指
導
時
間
の
確

保
に
努
め
て
い
る
。

用
率
2.5
％
は
満
た
さ
れ
て
い
る
か
。

答
　
町
の
障
が
い
者
雇
用
率
は
、
６

月
１
日
現
在
、
３
・
59
％
と
法
定
を

上
回
っ
て
い
ま
す
。

問
　
③
働
き
方
改
革
に
よ
る
時
間
外

の
上
限
規
制
は
遵
守
で
き
て
い
る
か
。

答
　
規
則
に
お
い
て
時
間
外
勤
務
を

命
ず
る
時
間
お
よ
び
月
数
の
上
限
を

定
め
、
必
要
最
小
限
の
時
間
外
勤
務

を
命
じ
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

問
　
④
便
宜
的
な
計
ら
い
や
不

当
な
要
求
行
為
の
発
生
は
な
い
か
、

不
正
・
不
祥
事
の
案
件
は
な
い
か
。

答
　
各
部
署
に
不
当
要
求
防
止
責
任

者
を
配
置
し
、
未
然
に
防
止
す
る
体

制
を
整
え
て
お
り
、
事
案
の
発
生
は

あ
り
ま
せ
ん
。

（
株
）
平
和
堂
日
野
店
の

跡
地
購
入
交
渉
経
過
は

問
　
住
民
の
方
か
ら
経
過
が
待
ち

遠
し
い
と
の
お
話
が
あ
り
、
交
渉
経

過
や
取
得
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

問
　
登
校
を
控
え
る
生
徒
が
い
た

場
合
の
対
応
は
。

答
　
登
校
を
控
え
る
申
し
出
が
あ
っ

た
場
合
、
十
分
に
相
談
さ
せ
て
い
た

だ
く
。
そ
の
上
で
登
校
を
控
え
る
判

断
を
さ
れ
た
場
合
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
で
学
校
へ
の
出
席
が
停
止
に
な

る「
出
席
停
止
」と
同
様
の
扱
い
と
し
、

「
欠
席
し
た
」
と
は
数
え
な
い
こ
と
に

す
る
。
こ
れ
は
文
部
科
学
省
も
示
し

て
い
る
方
針
に
沿
う
形
で
あ
る
。

問
　
生
徒
や
保
護
者
の
ス
ト
レ
ス

ケ
ア
は
。

答
　
一
見
元
気
に
登
校
で
き
て
い
て

も
、
長
期
の
休
校
が
続
い
た
こ
と
や

そ
の
後
の
学
校
再
開
に
よ
る
生
活
リ

ズ
ム
の
立
て
直
し
に
は
、
大
き
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
で
あ
り
、
ス
ト
レ

ス
と
な
っ
て
い
る
児
童
生
徒
も
多
く

い
る
こ
と
と
思
う
。
各
学
校
で
子
ど

も
た
ち
と
の
教
育
相
談
を
重
点
的
に

行
っ
た
り
、
保
護
者
の
方
の
相
談
に

応
じ
た
り
し
て
、
ス
ト
レ
ス
ケ
ア
に

努
め
た
い
と
考
え
る
。

答
　（
株
）平
和
堂
と
の
協
議
を
整
え
、

秋
頃
に
は
取
得
で
き
ま
す
。
整
備
に

当
た
っ
て
は
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
制
度
の
活
用
を
考
え
て
い
ま
す
。

西
大
路
中
野
城
址
の
保

全
・
整
備
に
つ
い
て

問
　
中
野
城
址
は
歴
史
・
文
化
の

多
い
日
野
町
に
と
っ
て
、
由
緒
あ

る
場
所
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
て

い
ま
す
。

　
３
月
１
日
に
「
中
野
城
址
の
保

存
・
整
備
を
考
え
る
集
い
」
が
開

催
さ
れ
、
こ
の
ま
ま
の
放
置
は
で

き
な
い
、
何
ら
か
の
形
で
保
存
・

整
備
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

安
全
対
策
も
し
っ
か
り
進
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
と
の
思
い
が
一

致
し
ま
し
た
。
現
時
点
で
の
町
の

考
え
を
聞
き
ま
す
。

答
　
町
と
し
て
も
、
地
域
の
皆
さ
ん

の
思
い
や
動
き
を
伺
う
中
で
、
地
域

と
一
緒
に

な
っ
て
進

め
て
い
き

た
い
と
考

え
て
い
ま

す
。問

　
熱
中
症
対
策
は
。

答
　
日
野
町
の
各
学
校
は
エ
ア
コ
ン

が
完
備
さ
れ
て
い
る
の
で
教
室
で
の

学
習
に
つ
い
て
は
対
応
で
き
る
と
考

え
る
。
水
分
補
給
に
つ
い
て
は
、
授

業
の
途
中
に
声
を
か
け
て
意
識
的
に

水
分
を
と
る
時
間
を
設
け
る
こ
と
も

必
要
と
な
り
、
保
護
者
に
は
十
分
な

量
の
お
茶
を
持
た
せ
て
も
ら
え
る
よ

う
改
め
て
お
願
い
し
た
い
と
思
う
。

し
か
し
、
暑
さ
が
厳
し
い
時
期
の
登

下
校
に
つ
い
て
は
心
配
さ
れ
る
。
授

業
が
早
く
終
わ
る
低
学
年
の
児
童

も
、
上
級
生
が
終
わ
る
ま
で
待
っ
て
、

一
緒
に
帰
る
よ
う
に
す
る
、
一
番
暑

地
域
防
災
計
画「
感
染
症
対
策・

原
子
力
災
害
対
策
」
に
つ
い
て

問
　
日
野
町
地
域
防
災
計
画
（
地

震
災
害
対
策
・
風
水
害
対
策
）（
原

子
力
災
害
対
策
）
が
あ
る
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
連
し

た
「
感
染
症
対
策
」
が
必
要
で
は
。

　
ま
た
、
原
子
力
災
害
対
策
で
、
万

が
一
、
原
子
力
災
害
が
発
生
し
た
場

合
の
「
安
定
ヨ
ウ
素
剤
」
の
服
用
に

つ
い
て
、
町
の
見
解
を
伺
い
ま
し
た
。

答
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
、
国
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
町
の
行
動
計

画
に
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
原
子
力
災
害
対
策
は
、
県
の
拡
散

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
の
重
点
地
域

で
は
な
い
も
の
の
、
安
定
ヨ
ウ
素
剤

の
備
蓄
を
し
て
お
り
、
原
子
力
規
制

委
員
会
、
医
療
関
係
者
の
判
断
・
指

示
に
よ
り
配
布
、
服
用
さ
れ
ま
す
。

い
時
間
帯
の
下
校
を
避
け
て
、
し
ば

ら
く
学
校
で
待
機
し
た
後
で
下
校
さ

せ
る
な
ど
の
配
慮
を
行
い
ま
す
。
こ

の
と
き
に
は
、
新
た
に
増
員
し
た
学

習
支
援
員
が
中
心
と
な
っ
て
図
書
館

等
で
見
守
り
を
行
い
、
宿
題
の
指
導

等
を
行
う
こ
と
で
、
帰
り
が
少
し
遅

く
な
っ
て
も
児
童
の
負
担
が
増
え
な

い
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
教
員
が

翌
日
の
授
業
準
備
な
ど
の
業
務
に
当

た
る
時
間
も
確
保
で
き
る
よ
う
に
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。
な
お
、
各
学
校
に

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水
を
用
意
し
補
給

で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。
他
に
も
日

傘
を
さ
す
、
大
き
な
帽
子
を
着
用
さ

せ
る
な
ど
様
々
な
方
法
で
対
処
し
て

い
き
ま
す
。

　
こ
の
議
会
だ
よ
り
が
発
行
さ
れ

る
頃
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
終
息
し
て
い
る
こ
と
を
願
う

ば
か
り
で
す
。

議
員
の
コ
メ
ン
ト

　
現
場
で
は
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
対

応
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
生
徒
の

立
場
に
立
っ
た
丁
寧
な
対
応
を
お

願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
特
に

生
徒
の
ス
ト
レ
ス
は
な
か
な
か
表

面
化
し
に
く
い
た
め
、
生
徒
の
表

情
や
体
調
に
気
を
配
っ
て
い
た
だ

き
、
適
切
な
対
応
を
お
願
い
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

議
員
の
コ
メ
ン
ト

山本 秀喜 議員堀江 和博 議員

（株）平和堂日野店の跡地購入交渉経過は
西大路中野城址の保全・整備について
日野町地域防災計画について

地方自治体（日野町）のコンプライアンスは
新型コロナウイルス
学校教育について

整備が望まれる中野城址
生徒に対する丁寧なケアが

求められている

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問
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一 質般 問

日
野
町
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
（
法
令
遵
守
、公
正・

公
平
・
中
立
の
姿
勢
）
は

問
　
地
方
自
治
体
の
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
と
し
て
求
め
る
も
の
は
、

⑴
社
会
全
体
、
地
域
全
体
に
対
し

て
、
公
正
・
公
平
・
中
立
の
姿
勢

が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
。

⑵
法
令
に
基
づ
く
自
治
体
経
営
が

で
き
て
い
る
こ
と
。

⑶
不
正
・
不
祥
事
を
防
止
す
る
こ

と
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
に

つ
い
て
、
町
の
姿
勢
や
取
り
組
み

に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

①
現
町
政
運
営
で
法
令
等
の
遵
守

の
み
な
ら
ず
、
公
正
・
公
平
で
透

明
性
が
あ
る
業
務
執
行
が
で
き
て

い
る
か
。

答
　
法
令
等
の
遵
守
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
公
正
・
公
平
か
つ
透
明
性
が

あ
る
業
務
を
執
行
し
て
い
ま
す
。
日

常
の
業
務
で
は
、
複
数
の
職
員
が

チ
ェ
ッ
ク
す
る
体
制
を
整
え
て
お

り
、
住
民
や
社
会
の
要
請
状
況
を
勘

案
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

問
　
②
障
が
い
者
雇
用
の
法
定
雇

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
に
よ
り
、
小
中
学
校
で
は

３
か
月
間
の
休
校
と
な
り
ま
し
た
。

６
月
よ
り
登
校
が
再
開
さ
れ
ま
し

た
が
、
学
習
の
遅
れ
な
ど
様
々
な

課
題
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
お
伺
い
し
ま
す
。

問
　
学
習
の
遅
れ
に
対
す
る
対
応

は
。

答
　
ま
ず
、
未
履
修
と
な
っ
て
い
る

内
容
を
正
確
に
把
握
し
、
精
査
し
た

上
で
、
時
間
を
か
け
て
指
導
す
る
内

容
、
時
間
配
分
を
減
ら
し
た
り
、
他

の
内
容
と
組
み
合
わ
せ
る
内
容
な
ど

に
分
類
し
、
年
間
の
学
習
計
画
を
再

構
築
し
、
学
習
の
遅
れ
を
取
り
戻
す
。

授
業
時
間
の
不
足
に
つ
い
て
は
、
夏

休
み
冬
休
み
の
短
縮
や
学
校
行
事
の

見
直
し
な
ど
で
時
間
を
生
み
出
す
工

夫
を
行
い
、
家
庭
訪
問
や
懇
談
会
の

持
ち
方
、
教
職
員
の
研
修
会
や
会
議

の
持
ち
方
を
見
直
し
、
少
し
で
も
時

間
を
生
み
出
し
、
小
さ
な
積
み
重
ね

も
大
事
に
し
な
が
ら
指
導
時
間
の
確

保
に
努
め
て
い
る
。

用
率
2.5
％
は
満
た
さ
れ
て
い
る
か
。

答
　
町
の
障
が
い
者
雇
用
率
は
、
６

月
１
日
現
在
、
３
・
59
％
と
法
定
を

上
回
っ
て
い
ま
す
。

問
　
③
働
き
方
改
革
に
よ
る
時
間
外

の
上
限
規
制
は
遵
守
で
き
て
い
る
か
。

答
　
規
則
に
お
い
て
時
間
外
勤
務
を

命
ず
る
時
間
お
よ
び
月
数
の
上
限
を

定
め
、
必
要
最
小
限
の
時
間
外
勤
務

を
命
じ
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

問
　
④
便
宜
的
な
計
ら
い
や
不

当
な
要
求
行
為
の
発
生
は
な
い
か
、

不
正
・
不
祥
事
の
案
件
は
な
い
か
。

答
　
各
部
署
に
不
当
要
求
防
止
責
任

者
を
配
置
し
、
未
然
に
防
止
す
る
体

制
を
整
え
て
お
り
、
事
案
の
発
生
は

あ
り
ま
せ
ん
。

（
株
）
平
和
堂
日
野
店
の

跡
地
購
入
交
渉
経
過
は

問
　
住
民
の
方
か
ら
経
過
が
待
ち

遠
し
い
と
の
お
話
が
あ
り
、
交
渉
経

過
や
取
得
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

問
　
登
校
を
控
え
る
生
徒
が
い
た

場
合
の
対
応
は
。

答
　
登
校
を
控
え
る
申
し
出
が
あ
っ

た
場
合
、
十
分
に
相
談
さ
せ
て
い
た

だ
く
。
そ
の
上
で
登
校
を
控
え
る
判

断
を
さ
れ
た
場
合
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
で
学
校
へ
の
出
席
が
停
止
に
な

る「
出
席
停
止
」と
同
様
の
扱
い
と
し
、

「
欠
席
し
た
」
と
は
数
え
な
い
こ
と
に

す
る
。
こ
れ
は
文
部
科
学
省
も
示
し

て
い
る
方
針
に
沿
う
形
で
あ
る
。

問
　
生
徒
や
保
護
者
の
ス
ト
レ
ス

ケ
ア
は
。

答
　
一
見
元
気
に
登
校
で
き
て
い
て

も
、
長
期
の
休
校
が
続
い
た
こ
と
や

そ
の
後
の
学
校
再
開
に
よ
る
生
活
リ

ズ
ム
の
立
て
直
し
に
は
、
大
き
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
で
あ
り
、
ス
ト
レ

ス
と
な
っ
て
い
る
児
童
生
徒
も
多
く

い
る
こ
と
と
思
う
。
各
学
校
で
子
ど

も
た
ち
と
の
教
育
相
談
を
重
点
的
に

行
っ
た
り
、
保
護
者
の
方
の
相
談
に

応
じ
た
り
し
て
、
ス
ト
レ
ス
ケ
ア
に

努
め
た
い
と
考
え
る
。

答
　（
株
）平
和
堂
と
の
協
議
を
整
え
、

秋
頃
に
は
取
得
で
き
ま
す
。
整
備
に

当
た
っ
て
は
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
制
度
の
活
用
を
考
え
て
い
ま
す
。

西
大
路
中
野
城
址
の
保

全
・
整
備
に
つ
い
て

問
　
中
野
城
址
は
歴
史
・
文
化
の

多
い
日
野
町
に
と
っ
て
、
由
緒
あ

る
場
所
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
て

い
ま
す
。

　
３
月
１
日
に
「
中
野
城
址
の
保

存
・
整
備
を
考
え
る
集
い
」
が
開

催
さ
れ
、
こ
の
ま
ま
の
放
置
は
で

き
な
い
、
何
ら
か
の
形
で
保
存
・

整
備
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

安
全
対
策
も
し
っ
か
り
進
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
と
の
思
い
が
一

致
し
ま
し
た
。
現
時
点
で
の
町
の

考
え
を
聞
き
ま
す
。

答
　
町
と
し
て
も
、
地
域
の
皆
さ
ん

の
思
い
や
動
き
を
伺
う
中
で
、
地
域

と
一
緒
に

な
っ
て
進

め
て
い
き

た
い
と
考

え
て
い
ま

す
。問

　
熱
中
症
対
策
は
。

答
　
日
野
町
の
各
学
校
は
エ
ア
コ
ン

が
完
備
さ
れ
て
い
る
の
で
教
室
で
の

学
習
に
つ
い
て
は
対
応
で
き
る
と
考

え
る
。
水
分
補
給
に
つ
い
て
は
、
授

業
の
途
中
に
声
を
か
け
て
意
識
的
に

水
分
を
と
る
時
間
を
設
け
る
こ
と
も

必
要
と
な
り
、
保
護
者
に
は
十
分
な

量
の
お
茶
を
持
た
せ
て
も
ら
え
る
よ

う
改
め
て
お
願
い
し
た
い
と
思
う
。

し
か
し
、
暑
さ
が
厳
し
い
時
期
の
登

下
校
に
つ
い
て
は
心
配
さ
れ
る
。
授

業
が
早
く
終
わ
る
低
学
年
の
児
童

も
、
上
級
生
が
終
わ
る
ま
で
待
っ
て
、

一
緒
に
帰
る
よ
う
に
す
る
、
一
番
暑

地
域
防
災
計
画「
感
染
症
対
策・

原
子
力
災
害
対
策
」
に
つ
い
て

問
　
日
野
町
地
域
防
災
計
画
（
地

震
災
害
対
策
・
風
水
害
対
策
）（
原

子
力
災
害
対
策
）
が
あ
る
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
連
し

た
「
感
染
症
対
策
」
が
必
要
で
は
。

　
ま
た
、
原
子
力
災
害
対
策
で
、
万

が
一
、
原
子
力
災
害
が
発
生
し
た
場

合
の
「
安
定
ヨ
ウ
素
剤
」
の
服
用
に

つ
い
て
、
町
の
見
解
を
伺
い
ま
し
た
。

答
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
、
国
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
町
の
行
動
計

画
に
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
原
子
力
災
害
対
策
は
、
県
の
拡
散

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
の
重
点
地
域

で
は
な
い
も
の
の
、
安
定
ヨ
ウ
素
剤

の
備
蓄
を
し
て
お
り
、
原
子
力
規
制

委
員
会
、
医
療
関
係
者
の
判
断
・
指

示
に
よ
り
配
布
、
服
用
さ
れ
ま
す
。

い
時
間
帯
の
下
校
を
避
け
て
、
し
ば

ら
く
学
校
で
待
機
し
た
後
で
下
校
さ

せ
る
な
ど
の
配
慮
を
行
い
ま
す
。
こ

の
と
き
に
は
、
新
た
に
増
員
し
た
学

習
支
援
員
が
中
心
と
な
っ
て
図
書
館

等
で
見
守
り
を
行
い
、
宿
題
の
指
導

等
を
行
う
こ
と
で
、
帰
り
が
少
し
遅

く
な
っ
て
も
児
童
の
負
担
が
増
え
な

い
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
教
員
が

翌
日
の
授
業
準
備
な
ど
の
業
務
に
当

た
る
時
間
も
確
保
で
き
る
よ
う
に
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。
な
お
、
各
学
校
に

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水
を
用
意
し
補
給

で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。
他
に
も
日

傘
を
さ
す
、
大
き
な
帽
子
を
着
用
さ

せ
る
な
ど
様
々
な
方
法
で
対
処
し
て

い
き
ま
す
。

　
こ
の
議
会
だ
よ
り
が
発
行
さ
れ

る
頃
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
終
息
し
て
い
る
こ
と
を
願
う

ば
か
り
で
す
。

議
員
の
コ
メ
ン
ト

　
現
場
で
は
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
対

応
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
生
徒
の

立
場
に
立
っ
た
丁
寧
な
対
応
を
お

願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
特
に

生
徒
の
ス
ト
レ
ス
は
な
か
な
か
表

面
化
し
に
く
い
た
め
、
生
徒
の
表

情
や
体
調
に
気
を
配
っ
て
い
た
だ

き
、
適
切
な
対
応
を
お
願
い
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

議
員
の
コ
メ
ン
ト

山本 秀喜 議員堀江 和博 議員

（株）平和堂日野店の跡地購入交渉経過は
西大路中野城址の保全・整備について
日野町地域防災計画について

地方自治体（日野町）のコンプライアンスは
新型コロナウイルス
学校教育について

整備が望まれる中野城址
生徒に対する丁寧なケアが

求められている

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問

議会だより
日野町議会
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一 質般 問

世
界
を
震
撼
さ
せ
て
い

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
。
今
、
改
め
て
日
野
町

の
対
応
を
問
う
。

問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
収

束
は
現
在
も
予
想
で
き
な
い
状
況
に

あ
る
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
は
例
年

国
内
で
3
0
0
0
人
以
上
が
亡
く

な
り
、
月
に
50
人
以
上
が
亡
く
な
る

こ
と
も
あ
る
が
、
感
染
者
数
も
死
亡

者
数
も
少
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
は
、
な

ぜ
こ
れ
ほ
ど
ま
で
脅
威
と
み
な
さ
れ

て
い
る
の
か
。
う
が
い
、
手
洗
い
、

マ
ス
ク
が
徹
底
さ
れ
た
今
年
の
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
罹
患
者
は
減
少
し
た
か
。

竜
王
町
は
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
５
月

19
日
時
点
で
町
費
を
8
7
9
0
万

円
投
じ
て
い
る
の
に
対
し
、
日
野
町

は
2
4
5
3
万
円
と
約
3.6
分
の
１

で
あ
っ
た
。
町
民
１
人
当
た
り
で
見

る
と
竜
王
町
7
3
6
5
円
に
対
し

日
野
町
は
1
1
4
4
円
と
約
6.4
分

の
１
。
そ
の
後
補
正
予
算
も
組
ま
れ

て
い
る
が
、
な
ぜ
早
い
段
階
で
し
っ

か
り
し
た
対
策
を
講
じ
ら
れ
な
か
っ

た
の
か
伺
う
。

（
教
育
分
野
）

問
　 

①
全
国
一
斉
の
学
校
休
校

要
請
が
出
さ
れ
た
時
、
即
座
に

学
童
保
育
の
時
間
延
長
が
な
さ
れ
、

そ
の
後
段
階
的
に
「
学
校
預
か
り
」

や
家
庭
で
の
見
守
り
で
対
応
。
こ

う
い
う
措
置
を
可
能
に
し
た
要
因

は
何
か
。

②
こ
の
間
も
県
内
で
は
野
洲
市
と

日
野
町
の
み
が
学
校
給
食
を
実
施
。

こ
れ
を
可
能
に
し
た
要
因
は
何
か
。

③
今
後
、
第
二
波
、
第
三
波
の
流
行

に
は
ど
の
よ
う
に
対
応
さ
れ
る
か
。

④
⑤
⑥
学
習
面
の
遅
れ
を
取
り
戻

す
施
策
。
合
唱
、
実
験
、
水
泳
な

ど
中
止
も
し
く
は
大
幅
縮
小
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
分
野
の
代
替
･
回

復
措
置
。
困
難
な
状
況
下
の
子
ど

も
へ
の
対
応
を
伺
う
。（
一
部
他

議
員
と
重
複
）

地
域
や
家
庭
の
協
力
と

自
校
方
式
の
給
食
で
対
応

答
　 

①
急
な
対
応
に
迫
ら
れ
、
当
初

は
学
童
保
育
や
障
害
児
学
童
が
朝
か

ら
子
ど
も
た
ち
を
受
け
入
れ
支
援
し

て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
ご
家
庭
も

学
童
の
極
端
な
負
担
を
避
け
る
た
め

協
力
し
て
く
だ
さ
る
中
で
学
年
末
の

答
　（
総
務
課
・
福
祉
保
健
課
）

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
者
は
今
年

に
入
り
５
月
24
日
ま
で
の
統
計
で
は

東
近
江
圏
内
で
半
減
し
て
い
る
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
怖
い
の
は
ワ

ク
チ
ン
や
治
療
薬
が
無
い
こ
と
。
し

か
し
一
般
的
な
風
邪
も
特
定
の
治
療

薬
等
は
無
い
の
が
現
状
な
の
で
、
今

後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
治
療
薬

や
ワ
ク
チ
ン
が
作
ら
れ
な
い
こ
と
も

想
定
し
た
上
で
の
生
活
を
考
え
る
必

要
も
あ
る
。
竜
王
町
の
新
型
コ
ロ
ナ

対
策
が
先
行
し
た
の
は
、
そ
の
た
め

に
議
会
開
催
を
早
め
ら
れ
た
か
ら
。

現
在
（
６
月
11
日
現
在
）
補
正
予
算

を
計
上
し
て
い
る
。
国
か
ら
の
国
民

１
人
あ
た
り
10
万
円
の
特
別
定
額
給

付
金
支
給
や
周
辺
自
治
体
の
動
向
を

見
極
め
た
上
で
対
応
を
す
る
と
い
う

の
が
日
野
町
の
判
断
で
あ
る
。

町
長
選
挙
が
近
づ
い
て

い
る
が
、
日
野
町
選
挙
管

理
委
員
会
書
記
長
で
も

あ
る
総
務
課
長
に
公
職

選
挙
法
に
つ
い
て
伺
う
。

問
　
公
職
選
挙
法
は
私
た
ち
政
治

混
乱
を
乗
り
切
れ
た
。
４
月
以
降
は
、

希
望
者
に
給
食
の
提
供
、
学
校
で
の

「
預
か
り
」、
分
散
登
校
な
ど
一
連
の

協
力
体
制
は
町
独
自
の
取
り
組
み
と

し
て
大
き
な
成
果
に
結
び
つ
い
た
。

②
学
校
給
食
が
直
営
の
自
校
方
式
で

あ
る
た
め
、
調
理
や
食
材
の
調
達
、

保
護
者
の
希
望
調
査
な
ど
臨
機
応
変

に
対
応
で
き
た
。

③
町
内
の
学
校
で
感
染
が
発
生
し
た

場
合
は
休
校
、
給
食
も
停
止
。
め
ど

が
立
て
ば
今
回
の
経
験
を
活
用
。

④
⑤
⑥
（
一
部
略
）
長
期
休
業
の
短

縮
、
指
導
計
画
の
練
り
直
し
、
学
習

支
援
員
の
増
員
な
ど
。
詰
め
込
み
に

な
ら
な
い
よ
う
、
体
育
や
芸
術
も
工

夫
す
る
。
２
年
間
通
し
て
学
習
目
標

が
設
定
さ
れ
る
も
の
は
次
年
度
に
回

復
。
小
中
間
連
携
も
し
っ
か
り
行
う
。

　
不
登
校
傾
向
や
発
達
障
害
の
お
子
さ
ん

等
は
環
境
の
変
化
に
対
応
し
づ
ら
く
、
学

習
へ
の
困
り
感
や
ス
ト
レ
ス
が
予
見
さ
れ

る
。
国
や
県
か
ら
の
支
援
、
町
独
自
の
支

援
員
増
員
で
対
応
。
関
係
機
関
や
専
門
家

と
連
携
し
た
相
談
体
制
を
と
る
。

（
福
祉
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
） 

問
　
①
「
三
密
を
避
け
よ
」「
ス

テ
イ
ホ
ー
ム
」
が
流
行
語
に
な
っ

家
が
守
る
べ
き
規
範
で
あ
る
。

　
５
月
19
日
、
ワ
ン
チ
ー
ム
日
野

さ
ん
設
置
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
板
が

破
壊
さ
れ
た
。
ま
た
町
内
の
妊
婦

さ
ん
へ
の
マ
ス
ク
配
布
時
、「
藤

澤
直
広
」
と
筆
文
字
入
り
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
併
せ
て
届
け
ら
れ
た
。

同
様
の
行
為
を
し
た
栃
木
県
足
利

市
長
に
県
選
管
は
「
望
ま
し
く
な

い
」
と
の
見
解
を
発
表
し
て
い
る
。

さ
ら
に
「
あ
た
た
か
日
野
町
み
ん

な
の
会
・
藤
沢
な
お
ひ
ろ
さ
ん
を

励
ま
す
会
」
の
チ
ラ
シ
に
は
、
町

か
ら
観
光
大
使
の
委
嘱
を
受
け
る

「
し
ゃ
く
な
げ
大
使
」
の
写
真
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
チ
ラ
シ
裏
面

に
は
、
日
野
レ
ス
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ

の
ロ
ゴ
入
り
シ
ャ
ツ
着
用
の
方
々

が
藤
澤
氏
と
共
に
写
真
に
写
っ
て

い
る
。
日
野
レ
ス
リ
ン
グ
協
会
会

長
や
指
導
者
の
方
か
ら
は
、
掲
載

許
可
を
出
し
て
い
な
い
と
の
言
葉

を
い
た
だ
い
て
い
る
。
写
っ
て
い

る
人
に
指
導
者
の
方
が
尋
ね
た
と

こ
ろ
、
チ
ラ
シ
に
載
る
と
聞
い
て

い
な
い
と
の
回
答
が
得
ら
れ
た
と

た
が
介
護
の
分
野
で
は
「
密
」
は

避
け
ら
れ
な
い
。
介
護
従
事
者
や

利
用
者
は
開
所
や
利
用
の
是
非
な

ど
に
つ
い
て
苦
し
い
選
択
を
迫
ら

れ
て
き
た
。

　
介
護
施
設
の
あ
り
方
、
利
用
者
の

あ
り
方
に
つ
い
て
当
事
者
が
追
い
詰

め
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
な
指
針

が
必
要
と
思
わ
れ
る
が
、
ど
う
か
。

②
テ
レ
ワ
ー
ク
や
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議

が
推
奨
さ
れ
、
町
内
で
も
「
会
合
中

止
、
時
間
短
縮
」「
文
書
決
裁
」
が

急
増
。
そ
れ
は
意
識
変
革
に
も
つ
な

が
り
、
議
事
の
効
率
化
な
ど
思
い
が

け
な
い
効
用
も
も
た
ら
し
た
。

　
一
方
、
会
議
や
決
定
の
軽
視
、
福

祉
行
事
の
縮
小
な
ど
延
い
て
は
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄
化
に
拍
車
が

か
か
り
か
ね
な
い
面
も
あ
る
。

　「
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
」
と
い
う
の

は
視
点
を
変
え
れ
ば
「
孤
立
化
」

で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
た
ら
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
崩
壊
し
て

い
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
に
な
ら

な
い
た
め
に
ど
う
す
べ
き
か
。

ほ
ど
よ
い
田
舎
の
良
さ
を
再
認

識
し
、
地
方
自
治
の
成
熟
を

答
　
①
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
、
高
齢
者

聞
く
。
そ
う
で
あ
れ
ば
明
確
な
著

作
権
及
び
肖
像
権
の
侵
害
に
当
た

る
可
能
性
が
大
き
い
。
写
っ
て
い

る
人
物
中
、
３
人
は
教
職
員
を
含

む
公
務
員
で
あ
る
。
ま
た
藤
澤
氏

は
無
所
属
で
あ
る
と
言
い
続
け
て

お
ら
れ
る
が
、
日
本
共
産
党
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
「
共
産
党
が

与
党
の
自
治
体
」
と
い
う
ペ
ー
ジ

に「
滋
賀
県
日
野
町
」「
藤
澤
直
広
」

と
は
っ
き
り
公
式
に
明
記
さ
れ
て

い
る
。
以
上
の
事
案
や
行
為
に
対

し
、
町
選
管
の
書
記
長
で
あ
る
総

務
課
長
の
見
解
を
伺
う
。

答
　（
総
務
課
長
）

　
ポ
ス
タ
ー
掲
示
板
損
壊
に
つ
い
て

は
警
察
に
届
け
ら
れ
る
の
が
適
当
で

あ
る
。
そ
の
他
の
問
題
に
つ
い
て
は
選

管
と
し
て
も
総
務
課
長
と
し
て
も
何

か
を
申
し
上
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

の
閉
じ
こ
も
り
を
防
ぎ
、
心
身
の
機
能

を
維
持
す
る
目
的
が
あ
り
、
そ
の
役
割

は
重
要
で
あ
る
。
国
や
県
か
ら
感
染
症

対
策
に
か
か
る
通
知
文
が
出
さ
れ
て

お
り
、
町
内
で
も
対
応
に
ご
努
力
い
た

だ
い
て
い
る
。
十
分
な
対
策
を
前
提
に

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
行
わ
れ
る

よ
う
お
願
い
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

②
地
域
で
の
行
事
や
会
合
の
見
直
し

な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
に
つ
い

て
懸
念
さ
れ
る
。
し
か
し
、
終
息
後
の

社
会
に
求
め
ら
れ
る
も
の
は
、
自
然
と

の
共
生
、
経
済
至
上
主
義
か
ら
心
豊

か
な
暮
ら
し
へ
の
転
換
、
互
い
に
助
け

合
っ
て
生
き
る
地
域
共
生
社
会
の
実

現
、
民
主
主
義
と
そ
れ
を
身
近
に
実
感

で
き
る
地
方
自
治
の
成
熟
だ
と
考
え

る
。
日
野
町
の
ほ
ど
よ
い
田
舎
の
良
さ

を
再
認
識
し
、
行
事
や
会
議
の
持
ち
方

に
つ
い
て
も
考
え
る
き
っ
か
け
づ
く

り
と
し
、
世
代
を
つ
な
ぎ
、
だ
れ
一
人

孤
立
す
る
こ
と
な
く
、
豊
か
に
暮
ら
せ

る
安
心
な
町
づ
く
り
を
進
め
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
は
今
後
も
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
当
た
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。
町
選
管
の
書
記
長

（
総
務
課
長
）
に
つ
い
て
は
、
言

葉
を
失
う
対
応
で
あ
る
。

議
員
の
コ
メ
ン
ト

　
新
型
コ
ロ
ナ
は
医
療
体
制
の
み
な

ら
ず
、
地
域
社
会
の
あ
り
方
全
般
を

私
達
に
問
う
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
効
率
優
先
、
強
者
優
位
の
社
会
か

ら
、
だ
れ
も
が
大
切
に
さ
れ
る
社
会

づ
く
り
の
き
っ
か
け
に
し
た
い
。

議
員
の
コ
メ
ン
ト

後藤 勇樹 議員加  和幸 議員

公職選挙法を通して政治家の資質を問う

新型コロナ感染症の
　これまでの対応と
　　今後の課題について
　　　（教育･福祉･地域コミュニティ）

新型コロナ、日野町の対応を問う次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問

議会だより
日野町議会

15 14議会だより
日野町議会

14議会だより
日野町議会



一 質般 問

世
界
を
震
撼
さ
せ
て
い

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
。
今
、
改
め
て
日
野
町

の
対
応
を
問
う
。

問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
収

束
は
現
在
も
予
想
で
き
な
い
状
況
に

あ
る
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
は
例
年

国
内
で
3
0
0
0
人
以
上
が
亡
く

な
り
、
月
に
50
人
以
上
が
亡
く
な
る

こ
と
も
あ
る
が
、
感
染
者
数
も
死
亡

者
数
も
少
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
は
、
な

ぜ
こ
れ
ほ
ど
ま
で
脅
威
と
み
な
さ
れ

て
い
る
の
か
。
う
が
い
、
手
洗
い
、

マ
ス
ク
が
徹
底
さ
れ
た
今
年
の
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
罹
患
者
は
減
少
し
た
か
。

竜
王
町
は
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
５
月

19
日
時
点
で
町
費
を
8
7
9
0
万

円
投
じ
て
い
る
の
に
対
し
、
日
野
町

は
2
4
5
3
万
円
と
約
3.6
分
の
１

で
あ
っ
た
。
町
民
１
人
当
た
り
で
見

る
と
竜
王
町
7
3
6
5
円
に
対
し

日
野
町
は
1
1
4
4
円
と
約
6.4
分

の
１
。
そ
の
後
補
正
予
算
も
組
ま
れ

て
い
る
が
、
な
ぜ
早
い
段
階
で
し
っ

か
り
し
た
対
策
を
講
じ
ら
れ
な
か
っ

た
の
か
伺
う
。

（
教
育
分
野
）

問
　 

①
全
国
一
斉
の
学
校
休
校

要
請
が
出
さ
れ
た
時
、
即
座
に

学
童
保
育
の
時
間
延
長
が
な
さ
れ
、

そ
の
後
段
階
的
に
「
学
校
預
か
り
」

や
家
庭
で
の
見
守
り
で
対
応
。
こ

う
い
う
措
置
を
可
能
に
し
た
要
因

は
何
か
。

②
こ
の
間
も
県
内
で
は
野
洲
市
と

日
野
町
の
み
が
学
校
給
食
を
実
施
。

こ
れ
を
可
能
に
し
た
要
因
は
何
か
。

③
今
後
、
第
二
波
、
第
三
波
の
流
行

に
は
ど
の
よ
う
に
対
応
さ
れ
る
か
。

④
⑤
⑥
学
習
面
の
遅
れ
を
取
り
戻

す
施
策
。
合
唱
、
実
験
、
水
泳
な

ど
中
止
も
し
く
は
大
幅
縮
小
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
分
野
の
代
替
･
回

復
措
置
。
困
難
な
状
況
下
の
子
ど

も
へ
の
対
応
を
伺
う
。（
一
部
他

議
員
と
重
複
）

地
域
や
家
庭
の
協
力
と

自
校
方
式
の
給
食
で
対
応

答
　 

①
急
な
対
応
に
迫
ら
れ
、
当
初

は
学
童
保
育
や
障
害
児
学
童
が
朝
か

ら
子
ど
も
た
ち
を
受
け
入
れ
支
援
し

て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
ご
家
庭
も

学
童
の
極
端
な
負
担
を
避
け
る
た
め

協
力
し
て
く
だ
さ
る
中
で
学
年
末
の

答
　（
総
務
課
・
福
祉
保
健
課
）

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
者
は
今
年

に
入
り
５
月
24
日
ま
で
の
統
計
で
は

東
近
江
圏
内
で
半
減
し
て
い
る
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
怖
い
の
は
ワ

ク
チ
ン
や
治
療
薬
が
無
い
こ
と
。
し

か
し
一
般
的
な
風
邪
も
特
定
の
治
療

薬
等
は
無
い
の
が
現
状
な
の
で
、
今

後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
治
療
薬

や
ワ
ク
チ
ン
が
作
ら
れ
な
い
こ
と
も

想
定
し
た
上
で
の
生
活
を
考
え
る
必

要
も
あ
る
。
竜
王
町
の
新
型
コ
ロ
ナ

対
策
が
先
行
し
た
の
は
、
そ
の
た
め

に
議
会
開
催
を
早
め
ら
れ
た
か
ら
。

現
在
（
６
月
11
日
現
在
）
補
正
予
算

を
計
上
し
て
い
る
。
国
か
ら
の
国
民

１
人
あ
た
り
10
万
円
の
特
別
定
額
給

付
金
支
給
や
周
辺
自
治
体
の
動
向
を

見
極
め
た
上
で
対
応
を
す
る
と
い
う

の
が
日
野
町
の
判
断
で
あ
る
。

町
長
選
挙
が
近
づ
い
て

い
る
が
、
日
野
町
選
挙
管

理
委
員
会
書
記
長
で
も

あ
る
総
務
課
長
に
公
職

選
挙
法
に
つ
い
て
伺
う
。

問
　
公
職
選
挙
法
は
私
た
ち
政
治

混
乱
を
乗
り
切
れ
た
。
４
月
以
降
は
、

希
望
者
に
給
食
の
提
供
、
学
校
で
の

「
預
か
り
」、
分
散
登
校
な
ど
一
連
の

協
力
体
制
は
町
独
自
の
取
り
組
み
と

し
て
大
き
な
成
果
に
結
び
つ
い
た
。

②
学
校
給
食
が
直
営
の
自
校
方
式
で

あ
る
た
め
、
調
理
や
食
材
の
調
達
、

保
護
者
の
希
望
調
査
な
ど
臨
機
応
変

に
対
応
で
き
た
。

③
町
内
の
学
校
で
感
染
が
発
生
し
た

場
合
は
休
校
、
給
食
も
停
止
。
め
ど

が
立
て
ば
今
回
の
経
験
を
活
用
。

④
⑤
⑥
（
一
部
略
）
長
期
休
業
の
短

縮
、
指
導
計
画
の
練
り
直
し
、
学
習

支
援
員
の
増
員
な
ど
。
詰
め
込
み
に

な
ら
な
い
よ
う
、
体
育
や
芸
術
も
工

夫
す
る
。
２
年
間
通
し
て
学
習
目
標

が
設
定
さ
れ
る
も
の
は
次
年
度
に
回

復
。
小
中
間
連
携
も
し
っ
か
り
行
う
。

　
不
登
校
傾
向
や
発
達
障
害
の
お
子
さ
ん

等
は
環
境
の
変
化
に
対
応
し
づ
ら
く
、
学

習
へ
の
困
り
感
や
ス
ト
レ
ス
が
予
見
さ
れ

る
。
国
や
県
か
ら
の
支
援
、
町
独
自
の
支

援
員
増
員
で
対
応
。
関
係
機
関
や
専
門
家

と
連
携
し
た
相
談
体
制
を
と
る
。

（
福
祉
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
） 

問
　
①
「
三
密
を
避
け
よ
」「
ス

テ
イ
ホ
ー
ム
」
が
流
行
語
に
な
っ

家
が
守
る
べ
き
規
範
で
あ
る
。

　
５
月
19
日
、
ワ
ン
チ
ー
ム
日
野

さ
ん
設
置
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
板
が

破
壊
さ
れ
た
。
ま
た
町
内
の
妊
婦

さ
ん
へ
の
マ
ス
ク
配
布
時
、「
藤

澤
直
広
」
と
筆
文
字
入
り
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
併
せ
て
届
け
ら
れ
た
。

同
様
の
行
為
を
し
た
栃
木
県
足
利

市
長
に
県
選
管
は
「
望
ま
し
く
な

い
」
と
の
見
解
を
発
表
し
て
い
る
。

さ
ら
に
「
あ
た
た
か
日
野
町
み
ん

な
の
会
・
藤
沢
な
お
ひ
ろ
さ
ん
を

励
ま
す
会
」
の
チ
ラ
シ
に
は
、
町

か
ら
観
光
大
使
の
委
嘱
を
受
け
る

「
し
ゃ
く
な
げ
大
使
」
の
写
真
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
チ
ラ
シ
裏
面

に
は
、
日
野
レ
ス
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ

の
ロ
ゴ
入
り
シ
ャ
ツ
着
用
の
方
々

が
藤
澤
氏
と
共
に
写
真
に
写
っ
て

い
る
。
日
野
レ
ス
リ
ン
グ
協
会
会

長
や
指
導
者
の
方
か
ら
は
、
掲
載

許
可
を
出
し
て
い
な
い
と
の
言
葉

を
い
た
だ
い
て
い
る
。
写
っ
て
い

る
人
に
指
導
者
の
方
が
尋
ね
た
と

こ
ろ
、
チ
ラ
シ
に
載
る
と
聞
い
て

い
な
い
と
の
回
答
が
得
ら
れ
た
と

た
が
介
護
の
分
野
で
は
「
密
」
は

避
け
ら
れ
な
い
。
介
護
従
事
者
や

利
用
者
は
開
所
や
利
用
の
是
非
な

ど
に
つ
い
て
苦
し
い
選
択
を
迫
ら

れ
て
き
た
。

　
介
護
施
設
の
あ
り
方
、
利
用
者
の

あ
り
方
に
つ
い
て
当
事
者
が
追
い
詰

め
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
な
指
針

が
必
要
と
思
わ
れ
る
が
、
ど
う
か
。

②
テ
レ
ワ
ー
ク
や
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議

が
推
奨
さ
れ
、
町
内
で
も
「
会
合
中

止
、
時
間
短
縮
」「
文
書
決
裁
」
が

急
増
。
そ
れ
は
意
識
変
革
に
も
つ
な

が
り
、
議
事
の
効
率
化
な
ど
思
い
が

け
な
い
効
用
も
も
た
ら
し
た
。

　
一
方
、
会
議
や
決
定
の
軽
視
、
福

祉
行
事
の
縮
小
な
ど
延
い
て
は
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄
化
に
拍
車
が

か
か
り
か
ね
な
い
面
も
あ
る
。

　「
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
」
と
い
う
の

は
視
点
を
変
え
れ
ば
「
孤
立
化
」

で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
た
ら
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
崩
壊
し
て

い
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
に
な
ら

な
い
た
め
に
ど
う
す
べ
き
か
。

ほ
ど
よ
い
田
舎
の
良
さ
を
再
認

識
し
、
地
方
自
治
の
成
熟
を

答
　
①
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
、
高
齢
者

聞
く
。
そ
う
で
あ
れ
ば
明
確
な
著

作
権
及
び
肖
像
権
の
侵
害
に
当
た

る
可
能
性
が
大
き
い
。
写
っ
て
い

る
人
物
中
、
３
人
は
教
職
員
を
含

む
公
務
員
で
あ
る
。
ま
た
藤
澤
氏

は
無
所
属
で
あ
る
と
言
い
続
け
て

お
ら
れ
る
が
、
日
本
共
産
党
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
「
共
産
党
が

与
党
の
自
治
体
」
と
い
う
ペ
ー
ジ

に「
滋
賀
県
日
野
町
」「
藤
澤
直
広
」

と
は
っ
き
り
公
式
に
明
記
さ
れ
て

い
る
。
以
上
の
事
案
や
行
為
に
対

し
、
町
選
管
の
書
記
長
で
あ
る
総

務
課
長
の
見
解
を
伺
う
。

答
　（
総
務
課
長
）

　
ポ
ス
タ
ー
掲
示
板
損
壊
に
つ
い
て

は
警
察
に
届
け
ら
れ
る
の
が
適
当
で

あ
る
。
そ
の
他
の
問
題
に
つ
い
て
は
選

管
と
し
て
も
総
務
課
長
と
し
て
も
何

か
を
申
し
上
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

の
閉
じ
こ
も
り
を
防
ぎ
、
心
身
の
機
能

を
維
持
す
る
目
的
が
あ
り
、
そ
の
役
割

は
重
要
で
あ
る
。
国
や
県
か
ら
感
染
症

対
策
に
か
か
る
通
知
文
が
出
さ
れ
て

お
り
、
町
内
で
も
対
応
に
ご
努
力
い
た

だ
い
て
い
る
。
十
分
な
対
策
を
前
提
に

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
行
わ
れ
る

よ
う
お
願
い
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

②
地
域
で
の
行
事
や
会
合
の
見
直
し

な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
に
つ
い

て
懸
念
さ
れ
る
。
し
か
し
、
終
息
後
の

社
会
に
求
め
ら
れ
る
も
の
は
、
自
然
と

の
共
生
、
経
済
至
上
主
義
か
ら
心
豊

か
な
暮
ら
し
へ
の
転
換
、
互
い
に
助
け

合
っ
て
生
き
る
地
域
共
生
社
会
の
実

現
、
民
主
主
義
と
そ
れ
を
身
近
に
実
感

で
き
る
地
方
自
治
の
成
熟
だ
と
考
え

る
。
日
野
町
の
ほ
ど
よ
い
田
舎
の
良
さ

を
再
認
識
し
、
行
事
や
会
議
の
持
ち
方

に
つ
い
て
も
考
え
る
き
っ
か
け
づ
く

り
と
し
、
世
代
を
つ
な
ぎ
、
だ
れ
一
人

孤
立
す
る
こ
と
な
く
、
豊
か
に
暮
ら
せ

る
安
心
な
町
づ
く
り
を
進
め
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
は
今
後
も
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
当
た
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。
町
選
管
の
書
記
長

（
総
務
課
長
）
に
つ
い
て
は
、
言

葉
を
失
う
対
応
で
あ
る
。

議
員
の
コ
メ
ン
ト

　
新
型
コ
ロ
ナ
は
医
療
体
制
の
み
な

ら
ず
、
地
域
社
会
の
あ
り
方
全
般
を

私
達
に
問
う
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
効
率
優
先
、
強
者
優
位
の
社
会
か

ら
、
だ
れ
も
が
大
切
に
さ
れ
る
社
会

づ
く
り
の
き
っ
か
け
に
し
た
い
。

議
員
の
コ
メ
ン
ト

後藤 勇樹 議員加  和幸 議員

公職選挙法を通して政治家の資質を問う

新型コロナ感染症の
　これまでの対応と
　　今後の課題について
　　　（教育･福祉･地域コミュニティ）

新型コロナ、日野町の対応を問う次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問

議会だより
日野町議会
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一 質般 問

中山間地域等直接支払交付金制度の実施は
新型コロナウイルス感染症対策の支援事業は

高
齢
期
の
生
活
支
援
の

充
実
を
！

問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
防
止
に
、
新
し
い
生

活
様
式
が
提
言
さ
れ
ま
し
た
。
今

後
も
収
束
す
る
ま
で
長
丁
場
が
予

測
さ
れ
ま
す
。
日
野
町
は
高
齢
化

率
も
高
く
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
の
方
も
大
変
多
く
、
人
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
や
食
事

面
、
運
動
不
足
な
ど
、
懸
念
さ
れ

る
。
町
民
の
命
と
健
康
生
活
を
守

る
対
策
を
伺
う
。

①
介
護
施
設
・
事
業
所
へ
の
町
の

支
援
事
業
状
況
は
。

②
医
師
や
看
護
師
、
介
護
関
係
者

が
自
宅
訪
問
、
診
療
や
介
護
サ
ー

ビ
ス
へ
の
支
援
策
は
。

③
在
宅
介
護
を
担
う
家
族
へ
の
支

援
は
。

④
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
孤
立
防

止
安
否
確
認
、
見
守
り
体
制
は
。

⑤
自
粛
等
の
影
響
で
心
の
不
安
や

体
力
低
下
等
、
相
談
体
制
や
健
康

づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
は
。

答
　
①
介
護
施
設
・
事
業
所
に
マ
ス

コ
ロ
ナ
対
策
の
第
一
次
生
活

支
援
事
業
の
取
り
組
み
は

　
臨
時
会
で
可
決
し
た
23
億
円
を
超

え
る
第
一
次
補
正
の
生
活
支
援
事
業

に
つ
い
て
の
取
り
組
み
状
況
を
一
問

一
答
で
質
問
し
ま
し
た
。

問
　
特
別
定
額
給
付
金
事
業
は
。

答
　
92
％
を
超
え
る
方
に
申
請
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
８
百
件
余
り
の

未
申
請
世
帯
の
方
に
対
し
て
事
業
の

周
知
や
申
請
支
援
を
検
討
し
て
い
る
。

問
　
住
民
向
け
マ
ス
ク
斡
旋
事
業
は
。

答
　
斡
旋
す
る
ハ
ガ
キ
を
全
世
帯
に

郵
送
し
、
２
千
箱
調
達
し
、
各
公
民

館
に
て
一
箱
２
千
円
で
斡
旋
販
売
し

て
い
ま
す
。（
購
入
２
千
５
百
円
）

問
　
近
江
牛
緊
急
支
援
事
業
は
。

答
　
近
江
牛
の
生
産
基
盤
を
守
る
た

め
に
町
内
畜
産
農
家
へ
の
補
助
金
交

付
を
４
月
〜
９
月
の
半
年
、
県
畜
産

振
興
協
会
が
支
払
事
務
を
行
う
。

問
　
鉄
道
等
交
通
機
関
へ
の
影
響
は
。

答
　
近
江
鉄
道
の
鉄
道
事
業
の
運
輸
収

入
は
４
月
49
％
減
、
バ
ス
事
業
は
４
月

45
％
減
、
全
体
で
４
月
の
営
業
損
失
は

１
億
９
千
万
円
に
も
な
る
。
地
域
の
交
通

経
営
に
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

ク
を
配
付
し
た
。
県
か
ら
の
マ
ス
ク
、

消
毒
液
も
取
り
次
い
だ
。
介
護
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
等
と
情
報
共
有
し
て
い
る
。

②
マ
ス
ク
等
の
配
付
を
行
っ
た
。

③
介
護
者
同
士
の
交
流
の
場
「
ほ
っ

こ
り
カ
フ
ェ
」
は
感
染
対
策
を
講
じ

た
上
で
休
ま
ず
開
催
し
た
。
訪
問
時

間
の
短
縮
や
電
話
確
認
な
ど
の
対
応

を
し
な
が
ら
も
連
絡
を
取
り
、
利
用

者
や
家
族
に
寄
り
添
っ
た
支
援
が
続

け
ら
れ
た
。

④
民
生
委
員
の
訪
問
や
地
域
の
サ
ロ

ン
等
が
、
地
域
の
見
守
り
の
役
割
を

担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

⑤
地
域
の
サ
ロ
ン
活
動
や
お
た
っ

し
ゃ
教
室
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
の
影
響
か
ら
サ
ロ
ン
開
催

の
悩
み
等
は
、
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
応
じ
て
い
る
。
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
作
業
療
法

士
が
感
染
症
に
注
意
し
な
が
ら
、
訪

問
支
援
を
継
続
し
て
い
る
。

今
後
の
災
害
対
応
に
つ

い
て

問
　
梅
雨
、
そ
し
て
台
風
シ
ー
ズ

問
　
臨
時
休
校
中
の
学
校
給
食
は
。

答
　
４
月
13
日
か
ら
５
月
29
日
の
31

日
間
、
毎
日
２
百
食
を
１
食
２
百
円

で
提
供
。
町
直
営
自
校
方
式
で
あ
る

か
ら
こ
そ
、
給
食
を
提
供
で
き
た
。

問
　
学
校
教
育
の
学
習
遅
れ
対
策
は
。

答
　
夏
休
み
を
８
月
８
日
か
ら
の
２

週
間
、
冬
休
み
を
12
月
26
日
〜
１
月

５
日
と
短
縮
す
る
。
行
事
等
は
中
止

縮
小
す
る
。
学
習
支
援
員
を
増
員
す

る
な
ど
、
放
課
後
の
補
習
体
制
を
整

え
て
い
ま
す
。

問
　
国
の
２
次
補
正
予
算
の
対
応
は
。

答
　
各
省
庁
の
補
助
事
業
の
他
、
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
で
2
兆
円
の
増

額
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
1
次
補
正

と
同
じ
く
、
住
民
の
抱
え
る
仕
事
や

生
活
の
不
安
に
対
し
、
時
期
を
逃
さ

ず
、
速
や
か
に
対
応
す
る
こ
と
が
大

切
と
考
え
て
い
る
。

ン
を
迎
え
ま
す
。
災
害
対
応
、
避
難

体
制
の
構
築
が
必
要
で
す
。
特
に
避

難
所
で
は
、
消
毒
液
、
マ
ス
ク
等
の

準
備
や
３
密
を
防
ぐ
た
め
、
間
仕
切

り
な
ど
住
民
間
の
距
離
の
確
保
が
重

要
で
す
。
そ
こ
で
避
難
所
や
備
蓄
品

の
整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

①
指
定
避
難
所
を
27
か
所
指
定
し

て
い
る
が
、
ど
の
施
設
に
ど
こ
の

地
域
が
避
難
す
る
の
か
、
住
民
に

周
知
さ
れ
て
い
る
の
か
。

②
多
く
の
人
の
避
難
所
と
な
る
ホ

―
ル
や
体
育
館
の
、
換
気
扇
や
空

調
設
備
は
整
っ
て
い
る
の
か
。

③
各
公
民
館
の
備
蓄
品
は
何
人
の

何
日
分
の
想
定
か
。
他
の
20
か
所

の
施
設
に
備
蓄
品
の
配
送
体
制
は
。

④
今
後
の
備
蓄
品
に
つ
い
て
、
消
毒

液
や
マ
ス
ク
の
備
蓄
は
。
現
在
乳
幼

児
用
オ
ム
ツ
は
あ
る
が
、
粉
ミ
ル
ク

や
液
体
ミ
ル
ク
は
備
蓄
さ
れ
て
い
な

い
。
備
蓄
さ
れ
な
い
理
由
は
。

答
　
①
災
害
が
起
こ
る
恐
れ
が
あ
る

時
に
避
難
行
動
等
の
情
報
を
周
知
す

る
。
複
数
の
避
難
所
を
開
設
し
た
場

合
、
避
難
先
を
指
定
す
る
の
で
は
な

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

交
付
金
制
度
の
実
施
は

　
町
の
取
り
組
み
状
況
を
一
問
一

答
で
質
問
し
ま
し
た
。

問
　
現
在
取
り
組
み
進
捗
状
況
は
。

答
　
机
上
で
の
勾
配
、
面
積
確
認
を
終

え
た
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
、
現
地
確
認

し
、
町
内
の
該
当
農
地
を
確
定
し
ま
す
。

問
　
該
当
集
落
は
ど
の
く
ら
い
か
。

答
　
机
上
で
は
11
集
落
み
て
い
る
。

問
　
県
へ
の
申
請
調
整
は
ど
う
か
。

答
　
県
に
は
10
月
中
旬
に
報
告
す
る

計
画
で
、
先
ず
は
該
当
集
落
へ
の
説

明
会
の
開
催
に
向
け
て
、
準
備
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問
　
地
元
説
明
は
い
つ
頃
予
定
か
。

答
　
７
月
末
頃
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問
　
来
年
度
に
実
施
で
き
る
の
か
。

答
　
来
年
度
か
ら
の
実
施
に
向
け
て
県
、

該
当
地
区
と
協
議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
　
町
長
の
見
解
を
聞
く
。

答
　
棚
田
地
域
振
興
法
が
施
行
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
勾
配
、
面
積
要
件
を

満
た
し
た
地
域
は
対
象
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
公
平
性
が
担
保
さ
れ
た
と
考

え
令
和
３
年
度
か
ら
の
取
り
組
み
に

向
け
て
進
め
て
い
き
た
い
。

く
、
災
害
の
規
模
に
応
じ
て
、
避
難

所
を
順
次
開
設
し
て
い
く
。

②
多
く
の
人
が
避
難
で
き
る
体
育
館

は
、
空
調
設
備
は
整
っ
て
お
ら
ず
季

節
に
応
じ
た
換
気
を
実
施
す
る
こ
と

で
対
応
し
た
い
。

③
各
公
民
館
に
は
応
急
用
と
し
て
缶

入
り
パ
ン
や
飲
料
水
を
配
置
し
て
お

り
、
避
難
人
数
を
想
定
し
た
も
の
で
は

な
い
。
避
難
者
数
に
応
じ
、
防
災
セ
ン

タ
ー
備
蓄
倉
庫
か
ら
飲
料
水
等
を
職

員
が
配
送
す
る
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

④
備
蓄
品
に
つ
い
て
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、
消
毒
液

と
マ
ス
ク
を
確
保
し
て
い
る
。
今
は
、

粉
ミ
ル
ク
、
液
体
ミ
ル
ク
と
も
保
存

期
間
が
短
い
こ
と
か
ら
備
蓄
を
し
て

お
り
ま
せ
ん
。
今
後
、
備
蓄
に
向
け

て
対
応
し
て
い
く
。

　
誰
も
が
、
安
心
し
て
暮
ら
し
て

い
け
る
町
づ
く
り
を
願
い
ま
す
。

災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な

い
。
台
風
や
地
震
に
つ
い
て
、
危

機
感
を
持
っ
て
防
災
・
減
災
計
画

を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

議
員
の
コ
メ
ン
ト

　
コ
ロ
ナ
対
策
支
援
事
業
が
迅
速

か
つ
的
確
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
を

願
い
ま
す
。
今
後
も
第
2
波
の
感

染
状
況
を
注
視
し
な
が
ら
適
切
な

生
活
支
援
策
を
実
施
さ
れ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
日

野
町
は
、
ほ
ど
よ
い
田
舎
の
良
さ

を
さ
ら
に
発
揮
す
る
こ
と
が
出
来

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ

の
基
盤
と
な
る
農
業
を
大
切
に
す

る
農
業
政
策
を
さ
ら
に
前
進
す
る

も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

議
員
の
コ
メ
ン
ト

中西 佳子 議員齋藤 光弘 議員

今後の災害対応について
高齢期の生活支援の充実を！

感染対策の陰圧テント購入

中山間地域等直接支払交付金制度の交付単価
地目 区　　分 交付単価

(円/10a) 地　目 区　　分 交付単価
(円/10a)

田

急傾斜
(1/20以上） 21,000

草　地

急傾斜
(15°以上） 10,500

緩傾斜
(1/100以上） 8,000 緩傾斜

(８°以上） 3,000

畑

急傾斜
(15°以上） 11,500

採草
放棄地

急傾斜
(15°以上） 1,000

緩傾斜
(８°以上） 3,500 緩傾斜

(８°以上） 300

※棚田地域振興を図る場合、10,000 円 /10a 加算（田、畑）

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問

議会だより
日野町議会

17 16議会だより
日野町議会

16議会だより
日野町議会



一 質般 問

中山間地域等直接支払交付金制度の実施は
新型コロナウイルス感染症対策の支援事業は

高
齢
期
の
生
活
支
援
の

充
実
を
！

問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
防
止
に
、
新
し
い
生

活
様
式
が
提
言
さ
れ
ま
し
た
。
今

後
も
収
束
す
る
ま
で
長
丁
場
が
予

測
さ
れ
ま
す
。
日
野
町
は
高
齢
化

率
も
高
く
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
の
方
も
大
変
多
く
、
人
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
や
食
事

面
、
運
動
不
足
な
ど
、
懸
念
さ
れ

る
。
町
民
の
命
と
健
康
生
活
を
守

る
対
策
を
伺
う
。

①
介
護
施
設
・
事
業
所
へ
の
町
の

支
援
事
業
状
況
は
。

②
医
師
や
看
護
師
、
介
護
関
係
者

が
自
宅
訪
問
、
診
療
や
介
護
サ
ー

ビ
ス
へ
の
支
援
策
は
。

③
在
宅
介
護
を
担
う
家
族
へ
の
支

援
は
。

④
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
孤
立
防

止
安
否
確
認
、
見
守
り
体
制
は
。

⑤
自
粛
等
の
影
響
で
心
の
不
安
や

体
力
低
下
等
、
相
談
体
制
や
健
康

づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
は
。

答
　
①
介
護
施
設
・
事
業
所
に
マ
ス

コ
ロ
ナ
対
策
の
第
一
次
生
活

支
援
事
業
の
取
り
組
み
は

　
臨
時
会
で
可
決
し
た
23
億
円
を
超

え
る
第
一
次
補
正
の
生
活
支
援
事
業

に
つ
い
て
の
取
り
組
み
状
況
を
一
問

一
答
で
質
問
し
ま
し
た
。

問
　
特
別
定
額
給
付
金
事
業
は
。

答
　
92
％
を
超
え
る
方
に
申
請
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
８
百
件
余
り
の

未
申
請
世
帯
の
方
に
対
し
て
事
業
の

周
知
や
申
請
支
援
を
検
討
し
て
い
る
。

問
　
住
民
向
け
マ
ス
ク
斡
旋
事
業
は
。

答
　
斡
旋
す
る
ハ
ガ
キ
を
全
世
帯
に

郵
送
し
、
２
千
箱
調
達
し
、
各
公
民

館
に
て
一
箱
２
千
円
で
斡
旋
販
売
し

て
い
ま
す
。（
購
入
２
千
５
百
円
）

問
　
近
江
牛
緊
急
支
援
事
業
は
。

答
　
近
江
牛
の
生
産
基
盤
を
守
る
た

め
に
町
内
畜
産
農
家
へ
の
補
助
金
交

付
を
４
月
〜
９
月
の
半
年
、
県
畜
産

振
興
協
会
が
支
払
事
務
を
行
う
。

問
　
鉄
道
等
交
通
機
関
へ
の
影
響
は
。

答
　
近
江
鉄
道
の
鉄
道
事
業
の
運
輸
収

入
は
４
月
49
％
減
、
バ
ス
事
業
は
４
月

45
％
減
、
全
体
で
４
月
の
営
業
損
失
は

１
億
９
千
万
円
に
も
な
る
。
地
域
の
交
通

経
営
に
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

ク
を
配
付
し
た
。
県
か
ら
の
マ
ス
ク
、

消
毒
液
も
取
り
次
い
だ
。
介
護
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
等
と
情
報
共
有
し
て
い
る
。

②
マ
ス
ク
等
の
配
付
を
行
っ
た
。

③
介
護
者
同
士
の
交
流
の
場
「
ほ
っ

こ
り
カ
フ
ェ
」
は
感
染
対
策
を
講
じ

た
上
で
休
ま
ず
開
催
し
た
。
訪
問
時

間
の
短
縮
や
電
話
確
認
な
ど
の
対
応

を
し
な
が
ら
も
連
絡
を
取
り
、
利
用

者
や
家
族
に
寄
り
添
っ
た
支
援
が
続

け
ら
れ
た
。

④
民
生
委
員
の
訪
問
や
地
域
の
サ
ロ

ン
等
が
、
地
域
の
見
守
り
の
役
割
を

担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

⑤
地
域
の
サ
ロ
ン
活
動
や
お
た
っ

し
ゃ
教
室
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
の
影
響
か
ら
サ
ロ
ン
開
催

の
悩
み
等
は
、
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
応
じ
て
い
る
。
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
作
業
療
法

士
が
感
染
症
に
注
意
し
な
が
ら
、
訪

問
支
援
を
継
続
し
て
い
る
。

今
後
の
災
害
対
応
に
つ

い
て

問
　
梅
雨
、
そ
し
て
台
風
シ
ー
ズ

問
　
臨
時
休
校
中
の
学
校
給
食
は
。

答
　
４
月
13
日
か
ら
５
月
29
日
の
31

日
間
、
毎
日
２
百
食
を
１
食
２
百
円

で
提
供
。
町
直
営
自
校
方
式
で
あ
る

か
ら
こ
そ
、
給
食
を
提
供
で
き
た
。

問
　
学
校
教
育
の
学
習
遅
れ
対
策
は
。

答
　
夏
休
み
を
８
月
８
日
か
ら
の
２

週
間
、
冬
休
み
を
12
月
26
日
〜
１
月

５
日
と
短
縮
す
る
。
行
事
等
は
中
止

縮
小
す
る
。
学
習
支
援
員
を
増
員
す

る
な
ど
、
放
課
後
の
補
習
体
制
を
整

え
て
い
ま
す
。

問
　
国
の
２
次
補
正
予
算
の
対
応
は
。

答
　
各
省
庁
の
補
助
事
業
の
他
、
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
で
2
兆
円
の
増

額
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
1
次
補
正

と
同
じ
く
、
住
民
の
抱
え
る
仕
事
や

生
活
の
不
安
に
対
し
、
時
期
を
逃
さ

ず
、
速
や
か
に
対
応
す
る
こ
と
が
大

切
と
考
え
て
い
る
。

ン
を
迎
え
ま
す
。
災
害
対
応
、
避
難

体
制
の
構
築
が
必
要
で
す
。
特
に
避

難
所
で
は
、
消
毒
液
、
マ
ス
ク
等
の

準
備
や
３
密
を
防
ぐ
た
め
、
間
仕
切

り
な
ど
住
民
間
の
距
離
の
確
保
が
重

要
で
す
。
そ
こ
で
避
難
所
や
備
蓄
品

の
整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

①
指
定
避
難
所
を
27
か
所
指
定
し

て
い
る
が
、
ど
の
施
設
に
ど
こ
の

地
域
が
避
難
す
る
の
か
、
住
民
に

周
知
さ
れ
て
い
る
の
か
。

②
多
く
の
人
の
避
難
所
と
な
る
ホ

―
ル
や
体
育
館
の
、
換
気
扇
や
空

調
設
備
は
整
っ
て
い
る
の
か
。

③
各
公
民
館
の
備
蓄
品
は
何
人
の

何
日
分
の
想
定
か
。
他
の
20
か
所

の
施
設
に
備
蓄
品
の
配
送
体
制
は
。

④
今
後
の
備
蓄
品
に
つ
い
て
、
消
毒

液
や
マ
ス
ク
の
備
蓄
は
。
現
在
乳
幼

児
用
オ
ム
ツ
は
あ
る
が
、
粉
ミ
ル
ク

や
液
体
ミ
ル
ク
は
備
蓄
さ
れ
て
い
な

い
。
備
蓄
さ
れ
な
い
理
由
は
。

答
　
①
災
害
が
起
こ
る
恐
れ
が
あ
る

時
に
避
難
行
動
等
の
情
報
を
周
知
す

る
。
複
数
の
避
難
所
を
開
設
し
た
場

合
、
避
難
先
を
指
定
す
る
の
で
は
な

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

交
付
金
制
度
の
実
施
は

　
町
の
取
り
組
み
状
況
を
一
問
一

答
で
質
問
し
ま
し
た
。

問
　
現
在
取
り
組
み
進
捗
状
況
は
。

答
　
机
上
で
の
勾
配
、
面
積
確
認
を
終

え
た
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
、
現
地
確
認

し
、
町
内
の
該
当
農
地
を
確
定
し
ま
す
。

問
　
該
当
集
落
は
ど
の
く
ら
い
か
。

答
　
机
上
で
は
11
集
落
み
て
い
る
。

問
　
県
へ
の
申
請
調
整
は
ど
う
か
。

答
　
県
に
は
10
月
中
旬
に
報
告
す
る

計
画
で
、
先
ず
は
該
当
集
落
へ
の
説

明
会
の
開
催
に
向
け
て
、
準
備
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問
　
地
元
説
明
は
い
つ
頃
予
定
か
。

答
　
７
月
末
頃
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問
　
来
年
度
に
実
施
で
き
る
の
か
。

答
　
来
年
度
か
ら
の
実
施
に
向
け
て
県
、

該
当
地
区
と
協
議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
　
町
長
の
見
解
を
聞
く
。

答
　
棚
田
地
域
振
興
法
が
施
行
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
勾
配
、
面
積
要
件
を

満
た
し
た
地
域
は
対
象
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
公
平
性
が
担
保
さ
れ
た
と
考

え
令
和
３
年
度
か
ら
の
取
り
組
み
に

向
け
て
進
め
て
い
き
た
い
。

く
、
災
害
の
規
模
に
応
じ
て
、
避
難

所
を
順
次
開
設
し
て
い
く
。

②
多
く
の
人
が
避
難
で
き
る
体
育
館

は
、
空
調
設
備
は
整
っ
て
お
ら
ず
季

節
に
応
じ
た
換
気
を
実
施
す
る
こ
と

で
対
応
し
た
い
。

③
各
公
民
館
に
は
応
急
用
と
し
て
缶

入
り
パ
ン
や
飲
料
水
を
配
置
し
て
お

り
、
避
難
人
数
を
想
定
し
た
も
の
で
は

な
い
。
避
難
者
数
に
応
じ
、
防
災
セ
ン

タ
ー
備
蓄
倉
庫
か
ら
飲
料
水
等
を
職

員
が
配
送
す
る
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

④
備
蓄
品
に
つ
い
て
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、
消
毒
液

と
マ
ス
ク
を
確
保
し
て
い
る
。
今
は
、

粉
ミ
ル
ク
、
液
体
ミ
ル
ク
と
も
保
存

期
間
が
短
い
こ
と
か
ら
備
蓄
を
し
て

お
り
ま
せ
ん
。
今
後
、
備
蓄
に
向
け

て
対
応
し
て
い
く
。

　
誰
も
が
、
安
心
し
て
暮
ら
し
て

い
け
る
町
づ
く
り
を
願
い
ま
す
。

災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な

い
。
台
風
や
地
震
に
つ
い
て
、
危

機
感
を
持
っ
て
防
災
・
減
災
計
画

を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

議
員
の
コ
メ
ン
ト

　
コ
ロ
ナ
対
策
支
援
事
業
が
迅
速

か
つ
的
確
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
を

願
い
ま
す
。
今
後
も
第
2
波
の
感

染
状
況
を
注
視
し
な
が
ら
適
切
な

生
活
支
援
策
を
実
施
さ
れ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
日

野
町
は
、
ほ
ど
よ
い
田
舎
の
良
さ

を
さ
ら
に
発
揮
す
る
こ
と
が
出
来

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ

の
基
盤
と
な
る
農
業
を
大
切
に
す

る
農
業
政
策
を
さ
ら
に
前
進
す
る

も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

議
員
の
コ
メ
ン
ト

中西 佳子 議員齋藤 光弘 議員

今後の災害対応について
高齢期の生活支援の充実を！

感染対策の陰圧テント購入

中山間地域等直接支払交付金制度の交付単価
地目 区　　分 交付単価

(円/10a) 地　目 区　　分 交付単価
(円/10a)

田

急傾斜
(1/20以上） 21,000

草　地

急傾斜
(15°以上） 10,500

緩傾斜
(1/100以上） 8,000 緩傾斜

(８°以上） 3,000

畑

急傾斜
(15°以上） 11,500

採草
放棄地

急傾斜
(15°以上） 1,000

緩傾斜
(８°以上） 3,500 緩傾斜

(８°以上） 300

※棚田地域振興を図る場合、10,000 円 /10a 加算（田、畑）

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問

議会だより
日野町議会

17 16議会だより
日野町議会

17 議会だより
日野町議会



一 質般 問

　新型コロナウイルス
　小中学校、生活、税制面での対策は

問
　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
の
緊
急
事
態
宣
言
は
解
除
さ
れ

ま
し
た
が
、
終
息
し
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
気
を
緩
め
ず
に
感

染
拡
大
の
防
止
に
向
け
、
不
要
不

急
の
外
出
を
自
粛
し
て
頂
き
、
密

閉
・
密
集
・
密
接
の
「
３
つ
の

密
」
を
避
け
る
対
策
、
う
つ
ら
な

い
で
！
う
つ
さ
な
い
で
！
手
を
よ

く
洗
い
、
消
毒
を
し
、
マ
ス
ク
を

付
け
る
対
策
を
個
人
や
家
庭
、
企

業
、
団
体
が
感
染
防
止
策
を
徹
底

し
た
う
え
で
、
感
染
防
止
・
社
会

経
済
活
動
を
両
立
し
て
い
か
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。
日
野
町
に
お
い
て

も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
へ
の
対
応
と
し
て
、
５
月
補
正

予
算
と
６
月
議
会
に
予
算
を
計
上

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
お
伺
い

し
ま
す
。

①
経
済
対
策
や
子
育
て
教
育
に
予

算
を
計
上
さ
れ
て
、
近
隣
市
町
と

比
べ
て
様
々
で
す
が
経
済
的
に
日

野
町
と
し
て
は
現
状
ど
の
よ
う
に

と
ら
え
て
お
ら
れ
る
の
か
、
町
の

考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

②
地
域
経
済
緊
急
支
援
事
業
で
商

工
会
に
予
算
を
計
上
さ
れ
ま
し
た

が
、
商
工
会
と
の
連
携
に
つ
い
て

お
伺
い
し
ま
す
。

③
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

で
こ
こ
数
か
月
間
で
地
域
の
絆
、

生
活
環
境
、
経
済
の
流
れ
が
変

わ
っ
て
い
ま
す
。
元
に
戻
す
に
は

時
間
が
か
か
る
と
考
え
ま
す
。
町

と
し
て
何
か
サ
ポ
ー
ト
的
な
考
え

を
お
伺
い
し
ま
す
。

答
　
①
国
の
補
正
予
算
の
内
定
を
受

け
、
各
市
町
で
は
事
業
者
や
町
民
の

方
々
へ
各
種
支
援
が
講
じ
ら
れ
て
い

ま
す
。
自
治
体
に
よ
っ
て
、
支
援
の

メ
ニ
ュ
ー
は
様
々
、
営
業
や
雇
用
が

止
め
ら
れ
生
活
困
窮
者
の
方
へ
の
支

援
、
家
庭
で
過
ご
す
子
ど
も
を
持
つ

世
帯
に
対
す
る
支
援
、
衛
生
用
品
の

購
入
、
住
民
の
抱
え
る
仕
事
や
生
活

の
不
安
に
対
し
時
期
を
逃
さ
ず
、
速

や
か
に
対
応
す
る
。

②
商
工
会
が
行
う
支
援
金
と
商
品
券

配
布
事
業
へ
の
補
助
金
、
商
工
会
会

員
と
会
員
外
と
の
公
共
・
公
益
性
の

確
保
、
地
元
小
売
業
へ
の
経
済
波
及

を
考
え
る
こ
と
、
議
会
で
の
意
見
を

踏
ま
え
、
事
業
内
容
の
見
直
し
と
拡

充
に
よ
り
補
助
金
を
委
託
料
に
組
み

替
え
る
、
商
品
券
配
布
事
業
は
、
地

域
の
方
々
の
暮
ら
し
の
応
援
と
地
域

経
済
の
活
性
化
と
し
商
工
会
に
委
託

す
る
。

③
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予

防
対
策
に
よ
り
、
地
域
の
つ
な
が
り

に
変
化
、
行
事
や
会
合
の
中
止
や
縮

小
に
よ
る
地
域
経
済
へ
の
影
響
、
社

会
の
あ
り
よ
う
を
一
変
さ
せ
ま
し

た
。
こ
れ
を
教
訓
に
地
域
づ
く
り
に

求
め
ら
れ
る
の
は
、
働
き
方
の
見
直

し
や
町
の
程
よ
い
田
舎
の
良
さ
を
再

確
認
し
、
世
代
を
つ
な
ぎ
、
誰
一
人

孤
立
す
る
こ
と
な
く
、
豊
か
に
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
事
が
大
切
。
町
と
し
て
は
情
勢
を

見
極
め
、
引
き
続
き
必
要
な
と
こ
ろ

に
必
要
な
サ
ポ
ー
ト
が
迅
速
に
届
く

よ
う
対
応
す
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

へ
の
町
当
局
の
対
策
を
、
小
中
学

校
、
町
民
生
活
、
税
制
そ
れ
ぞ
れ

の
局
面
か
ら
た
だ
し
ま
し
た
。

問
　
本
年
１
月
16
日
、
日
本
国
内

で
の
初
の
感
染
者
が
確
認
さ
れ
、

２
月
３
日
に
は
ク
ル
ー
ズ
船
で
多

く
の
感
染
者
が
で
ま
し
た
。
４
月

７
日
に
は
７
都
道
府
県
に
緊
急

事
態
宣
言
が
発
令
、
４
月
16
日
に

は
47
都
道
府
県
に
拡
大
さ
れ
ま
し

た
。
５
月
25
日
、
緊
急
事
態
宣
言

が
解
除
さ
れ
、
６
月
19
日
、
全
国

の
移
動
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
が
、
東
京
、
北
海
道
、
九
州

で
は
未
だ
収
ま
っ
て
は
お
り
ま
せ

ん
。

　
日
野
町
内
に
は
感
染
さ
れ
た
方

は
お
ら
れ
ま
せ
ん
。
不
用
の
外
出
、

マ
ス
ク
の
着
用
、
手
洗
い
を
行
い
、

３
密
を
避
け
、
感
染
予
防
に
今
後

も
努
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
町
内
の
小
中
学
校
で
は
休
校
が

続
き
、
児
童
の
ス
ト
レ
ス
や
学
業

の
遅
れ
が
心
配
さ
れ
る
。
町
民
の

生
活
面
で
は
５
月
末
よ
り
、
国
民

１
人
あ
た
り
10
万
円
の
コ
ロ
ナ
対

策
給
付
金
の
支
給
が
始
ま
り
、
６

月
中
旬
に
は
町
内
の
９
割
の
方
に

給
付
さ
れ
、
事
業
者
へ
は
休
業
補

償
、
雇
用
支
援
に
と
経
済
対
策
を

進
め
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
日
野
町
の
税
収
も
近
年
右
肩
上

が
り
で
個
人
町
民
税
、
法
人
税
も

増
収
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か

し
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
次
年
度
に
は
減

収
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
確

実
と
な
る
事
か
ら
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
拡
大
を
考
え
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。
日
野
町
に
は
返

礼
品
と
し
て
、
日
野
菜
、
近
江
牛
、

日
野
菜
漬
け
、
酒
、
何
で
も
地
元

産
品
が
あ
り
ま
す
。
規
制
範
囲
内

で
の
政
策
を
打
ち
出
せ
ば
、
町
と

し
て
も
独
自
の
財
源
確
保
が
出

来
、
近
江
日
野
商
人
の
三
方
良
し

の
根
性
が
今
こ
そ
出
せ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
町
当
局

の
お
考
え
を
伺
い
ま
す
。

答
　︵
教
育
長
︶

　
児
童
、
保
護
者
、
教
職
員
と
も
心

労
が
重
な
っ
て
い
る
が
、
学
校
の
再

開
が
で
き
た
こ
と
は
と
て
も
嬉
し
く

思
う
。
今
後
、
し
っ
か
り
と
教
育
相

談
を
行
う
、
教
職
員
の
精
神
面
で
の

サ
ポ
ー
ト
を
行
う
な
ど
の
対
応
を
取

り
た
い
。
６
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た

音
楽
祭
等
の
行
事
は
中
止
、
春
に
予

定
さ
れ
て
い
た
修
学
旅
行
は
秋
に
変

更
し
て
実
施
す
る
予
定
。
他
の
行
事

に
つ
い
て
も
秋
以
降
で
実
施
で
き
る

よ
う
調
整
中
。
運
動
会
は
規
模
を
縮

小
し
て
開
催
す
る
予
定
。

答
　︵
町
長
︶

　町
内
は
製
造
業
が
多
い
の
で
一
部

を
除
き
テ
レ
ワ
ー
ク
は
馴
染
め
な
い

が
、
今
後
仕
事
の
あ
り
方
は
変
わ
っ

て
い
く
の
で
は
と
思
う
。

答
　︵
総
務
課
長
︶

　役
場
で
は
職
員
を
２
班
に
分
け
て

業
務
に
あ
た
っ
た
が
、
自
宅
業
務
が

難
し
い
職
場
に
つ
い
て
は
別
室
勤
務

と
し
た
。
し
か
し
様
々
な
局
面
に
お

い
て
難
し
さ
を
感
じ
た
。
こ
の
点
は

今
後
の
課
題
。

答
　︵
町
長
︶

　前
年
度
に
過
去
最
高
の
税
収
入

と
な
っ
た
こ
と
は
誠
に
喜
ば
し
い
こ

と
。
し
か
し
来
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ

の
影
響
で
大
幅
な
減
収
が
見
込
ま
れ

る
が
、
固
定
資
産
税
な
ど
に
つ
い
て

は
支
援
策
を
国
費
で
用
意
さ
れ
て
い

る
。
法
人
税
は
現
時
点
で
不
透
明
、

個
人
町
民
税
は
今
後
の
動
向
で
見
極

め
た
い
。

　
地
元
産
品
を
返
礼
品
と
し
た
ふ
る

さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
検
討
は
す
る

が
、
税
本
来
の
主
旨
か
ら
し
て
も
地

方
財
政
の
拡
充
と
い
う
面
で
は
他
の

方
法
に
力
を
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
農
政
連
で
も
日
野
の
美
味
し
い

お
米
を
、
ふ
る
さ
と
納
税
で
ぜ
ひ

全
国
に
広
め
て
ほ
し
い
と
い
う
声

が
聞
か
れ
る
。
近
江
八
幡
市
は
毎

年
20
億
円
ほ
ど
ふ
る
さ
と
納
税
で

税
収
を
上
げ
て
い
る
。
助
け
て
も

ら
う
の
で
は
な
く
、
目
標
を
掲
げ

た
ふ
る
さ
と
納
税
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
。

議
員
の
コ
メ
ン
ト

西澤 正治 議員 谷　成隆 議員

　新型コロナウイルス感染症対策について

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
全
世
界
中
に
猛
威
を
振
る
い
緊

急
事
態
宣
言
を
発
令
し
ま
し
た
。

日
野
町
に
お
い
て
は
感
染
者
が
出

な
か
っ
た
の
は
幸
い
で
す
が
、
初

期
の
時
点
で
す
で
に
衛
生
用
品

（
マ
ス
ク
）
が
品
切
れ
状
態
に
な

り
住
民
の
皆
様
が
困
っ
て
お
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
時
点
で
備
蓄
マ
ス

ク
の
配
布
を
実
行
す
べ
き
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
最
近
に
な
り
ア
ベ

ノ
マ
ス
ク
が
届
き
ま
し
た
。

議
員
の
コ
メ
ン
ト

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問
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一 質般 問

　新型コロナウイルス
　小中学校、生活、税制面での対策は

問
　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
の
緊
急
事
態
宣
言
は
解
除
さ
れ

ま
し
た
が
、
終
息
し
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
気
を
緩
め
ず
に
感

染
拡
大
の
防
止
に
向
け
、
不
要
不

急
の
外
出
を
自
粛
し
て
頂
き
、
密

閉
・
密
集
・
密
接
の
「
３
つ
の

密
」
を
避
け
る
対
策
、
う
つ
ら
な

い
で
！
う
つ
さ
な
い
で
！
手
を
よ

く
洗
い
、
消
毒
を
し
、
マ
ス
ク
を

付
け
る
対
策
を
個
人
や
家
庭
、
企

業
、
団
体
が
感
染
防
止
策
を
徹
底

し
た
う
え
で
、
感
染
防
止
・
社
会

経
済
活
動
を
両
立
し
て
い
か
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。
日
野
町
に
お
い
て

も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
へ
の
対
応
と
し
て
、
５
月
補
正

予
算
と
６
月
議
会
に
予
算
を
計
上

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
お
伺
い

し
ま
す
。

①
経
済
対
策
や
子
育
て
教
育
に
予

算
を
計
上
さ
れ
て
、
近
隣
市
町
と

比
べ
て
様
々
で
す
が
経
済
的
に
日

野
町
と
し
て
は
現
状
ど
の
よ
う
に

と
ら
え
て
お
ら
れ
る
の
か
、
町
の

考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

②
地
域
経
済
緊
急
支
援
事
業
で
商

工
会
に
予
算
を
計
上
さ
れ
ま
し
た

が
、
商
工
会
と
の
連
携
に
つ
い
て

お
伺
い
し
ま
す
。

③
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

で
こ
こ
数
か
月
間
で
地
域
の
絆
、

生
活
環
境
、
経
済
の
流
れ
が
変

わ
っ
て
い
ま
す
。
元
に
戻
す
に
は

時
間
が
か
か
る
と
考
え
ま
す
。
町

と
し
て
何
か
サ
ポ
ー
ト
的
な
考
え

を
お
伺
い
し
ま
す
。

答
　
①
国
の
補
正
予
算
の
内
定
を
受

け
、
各
市
町
で
は
事
業
者
や
町
民
の

方
々
へ
各
種
支
援
が
講
じ
ら
れ
て
い

ま
す
。
自
治
体
に
よ
っ
て
、
支
援
の

メ
ニ
ュ
ー
は
様
々
、
営
業
や
雇
用
が

止
め
ら
れ
生
活
困
窮
者
の
方
へ
の
支

援
、
家
庭
で
過
ご
す
子
ど
も
を
持
つ

世
帯
に
対
す
る
支
援
、
衛
生
用
品
の

購
入
、
住
民
の
抱
え
る
仕
事
や
生
活

の
不
安
に
対
し
時
期
を
逃
さ
ず
、
速

や
か
に
対
応
す
る
。

②
商
工
会
が
行
う
支
援
金
と
商
品
券

配
布
事
業
へ
の
補
助
金
、
商
工
会
会

員
と
会
員
外
と
の
公
共
・
公
益
性
の

確
保
、
地
元
小
売
業
へ
の
経
済
波
及

を
考
え
る
こ
と
、
議
会
で
の
意
見
を

踏
ま
え
、
事
業
内
容
の
見
直
し
と
拡

充
に
よ
り
補
助
金
を
委
託
料
に
組
み

替
え
る
、
商
品
券
配
布
事
業
は
、
地

域
の
方
々
の
暮
ら
し
の
応
援
と
地
域

経
済
の
活
性
化
と
し
商
工
会
に
委
託

す
る
。

③
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予

防
対
策
に
よ
り
、
地
域
の
つ
な
が
り

に
変
化
、
行
事
や
会
合
の
中
止
や
縮

小
に
よ
る
地
域
経
済
へ
の
影
響
、
社

会
の
あ
り
よ
う
を
一
変
さ
せ
ま
し

た
。
こ
れ
を
教
訓
に
地
域
づ
く
り
に

求
め
ら
れ
る
の
は
、
働
き
方
の
見
直

し
や
町
の
程
よ
い
田
舎
の
良
さ
を
再

確
認
し
、
世
代
を
つ
な
ぎ
、
誰
一
人

孤
立
す
る
こ
と
な
く
、
豊
か
に
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
事
が
大
切
。
町
と
し
て
は
情
勢
を

見
極
め
、
引
き
続
き
必
要
な
と
こ
ろ

に
必
要
な
サ
ポ
ー
ト
が
迅
速
に
届
く

よ
う
対
応
す
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

へ
の
町
当
局
の
対
策
を
、
小
中
学

校
、
町
民
生
活
、
税
制
そ
れ
ぞ
れ

の
局
面
か
ら
た
だ
し
ま
し
た
。

問
　
本
年
１
月
16
日
、
日
本
国
内

で
の
初
の
感
染
者
が
確
認
さ
れ
、

２
月
３
日
に
は
ク
ル
ー
ズ
船
で
多

く
の
感
染
者
が
で
ま
し
た
。
４
月

７
日
に
は
７
都
道
府
県
に
緊
急

事
態
宣
言
が
発
令
、
４
月
16
日
に

は
47
都
道
府
県
に
拡
大
さ
れ
ま
し

た
。
５
月
25
日
、
緊
急
事
態
宣
言

が
解
除
さ
れ
、
６
月
19
日
、
全
国

の
移
動
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
が
、
東
京
、
北
海
道
、
九
州

で
は
未
だ
収
ま
っ
て
は
お
り
ま
せ

ん
。

　
日
野
町
内
に
は
感
染
さ
れ
た
方

は
お
ら
れ
ま
せ
ん
。
不
用
の
外
出
、

マ
ス
ク
の
着
用
、
手
洗
い
を
行
い
、

３
密
を
避
け
、
感
染
予
防
に
今
後

も
努
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
町
内
の
小
中
学
校
で
は
休
校
が

続
き
、
児
童
の
ス
ト
レ
ス
や
学
業

の
遅
れ
が
心
配
さ
れ
る
。
町
民
の

生
活
面
で
は
５
月
末
よ
り
、
国
民

１
人
あ
た
り
10
万
円
の
コ
ロ
ナ
対

策
給
付
金
の
支
給
が
始
ま
り
、
６

月
中
旬
に
は
町
内
の
９
割
の
方
に

給
付
さ
れ
、
事
業
者
へ
は
休
業
補

償
、
雇
用
支
援
に
と
経
済
対
策
を

進
め
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
日
野
町
の
税
収
も
近
年
右
肩
上

が
り
で
個
人
町
民
税
、
法
人
税
も

増
収
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か

し
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
次
年
度
に
は
減

収
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
確

実
と
な
る
事
か
ら
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
拡
大
を
考
え
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。
日
野
町
に
は
返

礼
品
と
し
て
、
日
野
菜
、
近
江
牛
、

日
野
菜
漬
け
、
酒
、
何
で
も
地
元

産
品
が
あ
り
ま
す
。
規
制
範
囲
内

で
の
政
策
を
打
ち
出
せ
ば
、
町
と

し
て
も
独
自
の
財
源
確
保
が
出

来
、
近
江
日
野
商
人
の
三
方
良
し

の
根
性
が
今
こ
そ
出
せ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
町
当
局

の
お
考
え
を
伺
い
ま
す
。

答
　︵
教
育
長
︶

　
児
童
、
保
護
者
、
教
職
員
と
も
心

労
が
重
な
っ
て
い
る
が
、
学
校
の
再

開
が
で
き
た
こ
と
は
と
て
も
嬉
し
く

思
う
。
今
後
、
し
っ
か
り
と
教
育
相

談
を
行
う
、
教
職
員
の
精
神
面
で
の

サ
ポ
ー
ト
を
行
う
な
ど
の
対
応
を
取

り
た
い
。
６
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た

音
楽
祭
等
の
行
事
は
中
止
、
春
に
予

定
さ
れ
て
い
た
修
学
旅
行
は
秋
に
変

更
し
て
実
施
す
る
予
定
。
他
の
行
事

に
つ
い
て
も
秋
以
降
で
実
施
で
き
る

よ
う
調
整
中
。
運
動
会
は
規
模
を
縮

小
し
て
開
催
す
る
予
定
。

答
　︵
町
長
︶

　町
内
は
製
造
業
が
多
い
の
で
一
部

を
除
き
テ
レ
ワ
ー
ク
は
馴
染
め
な
い

が
、
今
後
仕
事
の
あ
り
方
は
変
わ
っ

て
い
く
の
で
は
と
思
う
。

答
　︵
総
務
課
長
︶

　役
場
で
は
職
員
を
２
班
に
分
け
て

業
務
に
あ
た
っ
た
が
、
自
宅
業
務
が

難
し
い
職
場
に
つ
い
て
は
別
室
勤
務

と
し
た
。
し
か
し
様
々
な
局
面
に
お

い
て
難
し
さ
を
感
じ
た
。
こ
の
点
は

今
後
の
課
題
。

答
　︵
町
長
︶

　前
年
度
に
過
去
最
高
の
税
収
入

と
な
っ
た
こ
と
は
誠
に
喜
ば
し
い
こ

と
。
し
か
し
来
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ

の
影
響
で
大
幅
な
減
収
が
見
込
ま
れ

る
が
、
固
定
資
産
税
な
ど
に
つ
い
て

は
支
援
策
を
国
費
で
用
意
さ
れ
て
い

る
。
法
人
税
は
現
時
点
で
不
透
明
、

個
人
町
民
税
は
今
後
の
動
向
で
見
極

め
た
い
。

　
地
元
産
品
を
返
礼
品
と
し
た
ふ
る

さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
検
討
は
す
る

が
、
税
本
来
の
主
旨
か
ら
し
て
も
地

方
財
政
の
拡
充
と
い
う
面
で
は
他
の

方
法
に
力
を
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
農
政
連
で
も
日
野
の
美
味
し
い

お
米
を
、
ふ
る
さ
と
納
税
で
ぜ
ひ

全
国
に
広
め
て
ほ
し
い
と
い
う
声

が
聞
か
れ
る
。
近
江
八
幡
市
は
毎

年
20
億
円
ほ
ど
ふ
る
さ
と
納
税
で

税
収
を
上
げ
て
い
る
。
助
け
て
も

ら
う
の
で
は
な
く
、
目
標
を
掲
げ

た
ふ
る
さ
と
納
税
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
。

議
員
の
コ
メ
ン
ト

西澤 正治 議員 谷　成隆 議員

　新型コロナウイルス感染症対策について

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
全
世
界
中
に
猛
威
を
振
る
い
緊

急
事
態
宣
言
を
発
令
し
ま
し
た
。

日
野
町
に
お
い
て
は
感
染
者
が
出

な
か
っ
た
の
は
幸
い
で
す
が
、
初

期
の
時
点
で
す
で
に
衛
生
用
品

（
マ
ス
ク
）
が
品
切
れ
状
態
に
な

り
住
民
の
皆
様
が
困
っ
て
お
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
時
点
で
備
蓄
マ
ス

ク
の
配
布
を
実
行
す
べ
き
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
最
近
に
な
り
ア
ベ

ノ
マ
ス
ク
が
届
き
ま
し
た
。

議
員
の
コ
メ
ン
ト

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問
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一 質般 問

　コロナ危機対策と
　これからの日野町のあり方について

〈
人
材
へ
の
投
資
〉

　①
社
会
教
育

　
住
民
に
わ
か
り
に
く
い
社
会
教

育
の
現
状
。
社
会
の
変
化
に
対
応

で
き
て
い
る
の
か
質
問
し
た
。

問
　A
社
会
教
育
と
は
？
B
社

会
教
育
団
体
と
は
？

答

　A
は
、学
校
教
育
以
外
の
教
育
・

学
習
す
べ
て
が
含
ま
れ
る
。
B
は
、

連
合
青
年
会
や
ス
ポ
ー
ツ
協
会
・
文

化
協
会
な
ど
で
あ
る
。

問
　補
助
金
交
付
団
体
の
選
定
や

事
業
評
価
は
ど
う
な
っ
て
い
る
？

答
　
社
会
教
育
委
員
に
意
見
を
聞
き

決
め
て
い
る
。
概
ね
同
じ
団
体
で
あ

る
。問

　政
治·

金
融·

課
題
解
決
の

た
め
の
ロ
ジ
カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ
な

ど
、
知
っ
て
お
い
た
方
が
良
い
と

思
わ
れ
る
が
、
現
在
お
こ
な
っ
て

い
な
い
ジ
ャ
ン
ル
が
多
く
あ
る
。

そ
れ
ら
は
社
会
教
育
と
し
て
新
規

参
入
で
き
る
の
か
？

答
　
新
た
な
団
体
が
活
動
を
し
て
い

た
だ
く
こ
と
は
、
好
ま
し
く
、
大
事

な
こ
と
で
あ
る
。

　②
人
材
育
成

問
　
課
題
解
決
が
で
き
る
よ
う

な
人
材
を
育
成
す
る
た
め
に
実
施

し
て
い
る
こ
と
は
？

答

　職
員
に
は
、
地
域
に
出
て
住
民

の
方
と
過
ご
す
こ
と
で
何
が
で
き
る

か
考
え
て
欲
し
い
と
伝
え
て
い
る
。

問
　
社
会
教
育
団
体
等
へ
の
加

盟
率
も
減
っ
て
い
る
中
で
、
従
来

通
り
の
方
法
で
、
展
望
は
明
る
い

の
か
？

答
　
展
望
は
明
る
く
な
い
と
い
け
な

い
。
も
っ
と
住
民
が
自
由
な
発
想
で
、

自
由
に
し
て
も
ら
っ
た
ら
い
い
。
そ

れ
が
浸
透
し
て
い
な
い
。

問
　マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
と
し
て

そ
れ
で
い
い
の
か
？
計
画
は
？

答
　
様
々
な
施
策
の
計
画
は
あ
る

が
、
住
民
に
参
画
し
て
も
ら
う
必
要

が
あ
る
の
で
、
最
も
適
し
て
い
る
の

は
公
民
館
の
計
画
で
あ
る
。
自
発
的

な
住
民
活
動
が
良
い
社
会
教
育
で
あ

る
と
考
え
る
。

問
　役
場
内
に
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な

い
時
に
は
ど
う
す
る
の
か
？
「
で

き
な
い
」
と
平
気
で
言
っ
て
い
な

い
か
？
そ
の
と
き
ど
う
す
る
？

答
　
ど
う
し
た
ら
で
き
る
の
か
常

に
考
え
る
よ
う
に
し
て
い
る
が
、
印

象
と
し
て
は
寄
り
添
い
が
足
り
な
い

の
か
も
し
れ
な
い
。
ル
ー
ル
に
あ
て

は
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
が
多

く
、
ル
ー
ル
を
変
え
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
民
意
と
実
績
が
な
い
と
説
明

が
で
き
な
い
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
が
あ

る
。問

　例
を
挙
げ
る
と
、
公
園
の

ル
ー
ル
は
時
代
の
変
化
と
ニ
ー
ズ

に
対
応
で
き
て
い
る
の
か
？

答
　
な
ん
と
か
で
き
る
よ
う
に
考
え

方
を
シ
フ
ト
し
て
い
る
。
ル
ー
ル
は

大
切
だ
が
、
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

＊
社
会
教
育
に
つ
い
て
＊

　
大
人
に
な
れ
ば
、
す
べ
て
が
社

会
勉
強
で
あ
る
。
学
校
で
は
教
え

て
く
れ
な
い
こ
と
、
大
人
に
な
っ

て
も
教
え
て
も
ら
い
に
く
い
こ
と

を
、
楽
し
く
学
べ
る
機
会
を
整
備

し
て
い
き
た
い
。

＊
人
材
育
成
に
つ
い
て
＊

　
人
材
育
成
は
、
自
然
、
勝
手
に

お
こ
な
わ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
に

ど
の
く
ら
い
期
待
が
で
き
る
だ
ろ

う
か
？
よ
く
あ
る
こ
と
だ
が
、
具

体
的
な
計
画
性
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

は
な
い
よ
う
だ
。
民
間
と
の
意
識

の
乖
離
が
大
き
い
よ
う
に
思
う
。

優
れ
た
人
材
を
育
成
し
、
強
い
組

織
を
つ
く
る
、
そ
れ
が
マ
ネ
ー
ジ

メ
ン
ト
で
あ
る
。
希
望
や
願
望
で

自
主
性
を
嘆
く
よ
り
、
計
画
と
結

果
に
責
任
を
感
じ
て
欲
し
い
。
日

野
町
の
未
来
は
住
民
次
第
か
も
し

れ
な
い
が
、
そ
れ
を
行
政
が
言
う

の
は
い
か
が
な
も
の
か
。

野
矢
貴
之
の
コ
コ
が
ポ
イ
ン
ト
！

野矢 貴之 議員

　未来を担う人材への投資はどうなっている？
　━ 社会教育 ·人材育成 ━
※わかりやすいように、できるだけ簡単な表現に編集しています。

新
型
コ
ロ
ナ
で
日
本
と
世

界
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て

い
る

問
　５
期
目
を
目
指
す
藤
澤
町
長

の
日
野
独
自
の
コ
ロ
ナ
対
策
の
取

り
組
み
姿
勢
、
政
治
姿
勢
を
問
う
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的

感
染
拡
大
で
、
国
際
的
に
政
治
と
社

会
の
あ
り
方
が
根
本
か
ら
問
い
直
さ

れ
る
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
起
こ
っ
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
（
世

界
的
大
流
行
）
は
、
人
類
の
歴

史
の
中
で
も
最
も
深
刻
な
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
と

言
わ
れ
、
こ
の
こ
と
で
、「
日
本

と
世
界
の
あ
り
方
は
こ
れ
で
い
い

の
か
」
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
つ
は
、
新
自
由
主
義
で
す
べ

て
を
市
場
原
理
に
任
せ
て
、
資
本

の
利
潤
を
最
大
化
し
、
あ
ら
ゆ
る

も
の
を
民
営
化
し
て
い
こ
う
と
い

う
流
れ
が
、
今
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

に
よ
っ
て
破
綻
が
は
っ
き
り
し
ま

し
た
。

　
二
つ
目
は
、
資
本
主
義
の
も
と

で
の
格
差
拡
大
と
環
境
破
壊
の
問

題
で
す
。

　
日
本
で
も
、
経
済
的･

社
会
的

に
弱
い
立
場
に
置
か
れ
て
い
る

人
々
に
大
き
な
犠
牲
が
強
い
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
そ
の
背
景
の
一
つ
と
し
て
、
多

く
の
専
門
家
が
共
通
し
て
指
摘
し

て
い
る
の
が
、
人
間
に
よ
る
無

秩
序
な
生
態
系
へ
の
侵
入･

環
境

破
壊
、
あ
る
い
は
地
球
温
暖
化
に

よ
っ
て
棲
む
場
所
を
奪
わ
れ
た
動

物
が
人
間
と
接
触
す
る
こ
と
で
新

し
い
感
染
症
が
出
現
し
た
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
環
境
破
壊
を
顧

み
る
こ
と
の
な
い
利
潤
第
一
主
義

と
い
う
生
産
様
式
を
変
え
な
く
て

は
、
今
の
新
型
コ
ロ
ナ
を
終
息
さ

せ
た
と
し
て
も
、
ま
た
次
の
よ
り

危
険
な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
襲
わ
れ

る
可
能
性
も
あ
る
こ
と
を
し
っ
か

り
見
据
え
た
対
策
、
政
治
と
社
会

の
あ
り
方
を
考
え
る
時
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
忖
度
や
、
一
部
の
人
に
左
右
さ

れ
な
い
、
道
理
が
通
る
公
平
公
正

な
行
政･

政
治
こ
そ
信
頼
の
前
提

で
あ
る
こ
と
は
、
日
野
町
で
も
ま

た
同
様
で
す
。

① 

日
野
町
独
自
の
コ
ロ
ナ
対
策

の
、
藤
澤
町
長
の
取
り
組
み
姿

勢
を
伺
う
。

② 

５
期
目
を
目
指
す
藤
澤
町
長
の

政
治
姿
勢
を
伺
う
。

答
　
市
場
経
済
至
上
主
義
か
ら

心
豊
か
な
共
生
社
会
へ

①
コ
ロ
ナ
終
息
後
に
求
め
ら
れ
る
社

会
は
自
然
と
共
生
を
し
、
市
場
経
済

至
上
主
義
か
ら
心
豊
か
な
暮
ら
し
へ

の
転
換
、
助
け
合
っ
て
生
き
る
社
会

の
実
現
が
必
要
、
日
野
町
に
は
そ
う

し
た
環
境
と
土
壌
が
あ
り
、
改
め
て

ほ
ど
よ
い
田
舎
の
良
さ
を
再
認
識
し

て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
、
わ
が
町

で
は
、
３
月
の
学
校
休
校
に
は
、
学

童
保
育
所
が
朝
か
ら
の
受
け
入
れ
を

実
施
し
て
い
た
だ
き
、
４
月
か
ら
は

小
学
校
で
の
預
か
り
児
童
へ
の
給
食

を
提
供
し
て
き
た
。

　
保
育
所
、
作
業
所
、
医
療
機
関
、

介
護
施
設
で
も
感
染
防
止
を
図
り
、

継
続
し
て
い
た
だ
け
た
。

　
町
独
自
の
コ
ロ
ナ
対
策
で
は
、
暮

ら
し
の
応
援
、
商
工
会
と
の
連
携
、

協
力
し
て
事
業
者
等
へ
の
支
援
に
力

を
注
い
だ
。

憲
法
の
理
念
を
生
か
し
、
住

民
の
命
と
健
康
、
暮
ら
し
を

守
る

②
こ
う
し
た
時
だ
か
ら
こ
そ
、
憲
法

の
理
念
を
生
か
し
、
最
大
限
の
行
政

施
策
を
講
じ
て
、
住
民
の
命
と
健
康
、

暮
ら
し
と
生
業
を
守
る
こ
と
。

　
住
民
が
主
役
、
住
民
の
声
が
届
く

公
平
公
正
な
、
開
か
れ
た
町
政
を
さ

ら
に
前
進
さ
せ
た
い
。

　 

こ
の
た
び
の
コ
ロ
ナ
禍
で
、

私
も
日
野
町
の
ほ
ど
よ
い
田
舎
、

人
情
味
あ
る
住
民
の
関
係
の
良
さ

を
実
感
し
、
日
野
町
に
住
ん
で
い

る
こ
と
を
誇
ら
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
一
部
の
人
の
声

に
左
右
さ
れ
な
い
、
町
民
が
主
人

公
の
公
平
公
正
な
町
と
し
て
発
展

さ
れ
る
こ
と
を
願
い
、
議
員
と
し

て
も
力
を
尽
く
し
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

議
員
の
コ
メ
ン
ト

池元 法子 議員

次
ペ
ー
ジ
は
▼

提
出
さ
れ
た
議
案
と
結
果

20議会だより
日野町議会



一 質般 問

　コロナ危機対策と
　これからの日野町のあり方について

〈
人
材
へ
の
投
資
〉

　①
社
会
教
育

　
住
民
に
わ
か
り
に
く
い
社
会
教

育
の
現
状
。
社
会
の
変
化
に
対
応

で
き
て
い
る
の
か
質
問
し
た
。

問
　A
社
会
教
育
と
は
？
B
社

会
教
育
団
体
と
は
？

答

　A
は
、学
校
教
育
以
外
の
教
育
・

学
習
す
べ
て
が
含
ま
れ
る
。
B
は
、

連
合
青
年
会
や
ス
ポ
ー
ツ
協
会
・
文

化
協
会
な
ど
で
あ
る
。

問
　補
助
金
交
付
団
体
の
選
定
や

事
業
評
価
は
ど
う
な
っ
て
い
る
？

答
　
社
会
教
育
委
員
に
意
見
を
聞
き

決
め
て
い
る
。
概
ね
同
じ
団
体
で
あ

る
。問

　政
治·

金
融·

課
題
解
決
の

た
め
の
ロ
ジ
カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ
な

ど
、
知
っ
て
お
い
た
方
が
良
い
と

思
わ
れ
る
が
、
現
在
お
こ
な
っ
て

い
な
い
ジ
ャ
ン
ル
が
多
く
あ
る
。

そ
れ
ら
は
社
会
教
育
と
し
て
新
規

参
入
で
き
る
の
か
？

答
　
新
た
な
団
体
が
活
動
を
し
て
い

た
だ
く
こ
と
は
、
好
ま
し
く
、
大
事

な
こ
と
で
あ
る
。

　②
人
材
育
成

問
　
課
題
解
決
が
で
き
る
よ
う

な
人
材
を
育
成
す
る
た
め
に
実
施

し
て
い
る
こ
と
は
？

答

　職
員
に
は
、
地
域
に
出
て
住
民

の
方
と
過
ご
す
こ
と
で
何
が
で
き
る

か
考
え
て
欲
し
い
と
伝
え
て
い
る
。

問
　
社
会
教
育
団
体
等
へ
の
加

盟
率
も
減
っ
て
い
る
中
で
、
従
来

通
り
の
方
法
で
、
展
望
は
明
る
い

の
か
？

答
　
展
望
は
明
る
く
な
い
と
い
け
な

い
。
も
っ
と
住
民
が
自
由
な
発
想
で
、

自
由
に
し
て
も
ら
っ
た
ら
い
い
。
そ

れ
が
浸
透
し
て
い
な
い
。

問
　マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
と
し
て

そ
れ
で
い
い
の
か
？
計
画
は
？

答
　
様
々
な
施
策
の
計
画
は
あ
る

が
、
住
民
に
参
画
し
て
も
ら
う
必
要

が
あ
る
の
で
、
最
も
適
し
て
い
る
の

は
公
民
館
の
計
画
で
あ
る
。
自
発
的

な
住
民
活
動
が
良
い
社
会
教
育
で
あ

る
と
考
え
る
。

問
　役
場
内
に
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な

い
時
に
は
ど
う
す
る
の
か
？
「
で

き
な
い
」
と
平
気
で
言
っ
て
い
な

い
か
？
そ
の
と
き
ど
う
す
る
？

答
　
ど
う
し
た
ら
で
き
る
の
か
常

に
考
え
る
よ
う
に
し
て
い
る
が
、
印

象
と
し
て
は
寄
り
添
い
が
足
り
な
い

の
か
も
し
れ
な
い
。
ル
ー
ル
に
あ
て

は
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
が
多

く
、
ル
ー
ル
を
変
え
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
民
意
と
実
績
が
な
い
と
説
明

が
で
き
な
い
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
が
あ

る
。問

　例
を
挙
げ
る
と
、
公
園
の

ル
ー
ル
は
時
代
の
変
化
と
ニ
ー
ズ

に
対
応
で
き
て
い
る
の
か
？

答
　
な
ん
と
か
で
き
る
よ
う
に
考
え

方
を
シ
フ
ト
し
て
い
る
。
ル
ー
ル
は

大
切
だ
が
、
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

＊
社
会
教
育
に
つ
い
て
＊

　
大
人
に
な
れ
ば
、
す
べ
て
が
社

会
勉
強
で
あ
る
。
学
校
で
は
教
え

て
く
れ
な
い
こ
と
、
大
人
に
な
っ

て
も
教
え
て
も
ら
い
に
く
い
こ
と

を
、
楽
し
く
学
べ
る
機
会
を
整
備

し
て
い
き
た
い
。

＊
人
材
育
成
に
つ
い
て
＊

　
人
材
育
成
は
、
自
然
、
勝
手
に

お
こ
な
わ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
に

ど
の
く
ら
い
期
待
が
で
き
る
だ
ろ

う
か
？
よ
く
あ
る
こ
と
だ
が
、
具

体
的
な
計
画
性
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

は
な
い
よ
う
だ
。
民
間
と
の
意
識

の
乖
離
が
大
き
い
よ
う
に
思
う
。

優
れ
た
人
材
を
育
成
し
、
強
い
組

織
を
つ
く
る
、
そ
れ
が
マ
ネ
ー
ジ

メ
ン
ト
で
あ
る
。
希
望
や
願
望
で

自
主
性
を
嘆
く
よ
り
、
計
画
と
結

果
に
責
任
を
感
じ
て
欲
し
い
。
日

野
町
の
未
来
は
住
民
次
第
か
も
し

れ
な
い
が
、
そ
れ
を
行
政
が
言
う

の
は
い
か
が
な
も
の
か
。

野
矢
貴
之
の
コ
コ
が
ポ
イ
ン
ト
！

野矢 貴之 議員

　未来を担う人材への投資はどうなっている？
　━ 社会教育 ·人材育成 ━
※わかりやすいように、できるだけ簡単な表現に編集しています。

新
型
コ
ロ
ナ
で
日
本
と
世

界
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て

い
る

問
　５
期
目
を
目
指
す
藤
澤
町
長

の
日
野
独
自
の
コ
ロ
ナ
対
策
の
取

り
組
み
姿
勢
、
政
治
姿
勢
を
問
う
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的

感
染
拡
大
で
、
国
際
的
に
政
治
と
社

会
の
あ
り
方
が
根
本
か
ら
問
い
直
さ

れ
る
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
起
こ
っ
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
（
世

界
的
大
流
行
）
は
、
人
類
の
歴

史
の
中
で
も
最
も
深
刻
な
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
と

言
わ
れ
、
こ
の
こ
と
で
、「
日
本

と
世
界
の
あ
り
方
は
こ
れ
で
い
い

の
か
」
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
つ
は
、
新
自
由
主
義
で
す
べ

て
を
市
場
原
理
に
任
せ
て
、
資
本

の
利
潤
を
最
大
化
し
、
あ
ら
ゆ
る

も
の
を
民
営
化
し
て
い
こ
う
と
い

う
流
れ
が
、
今
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

に
よ
っ
て
破
綻
が
は
っ
き
り
し
ま

し
た
。

　
二
つ
目
は
、
資
本
主
義
の
も
と

で
の
格
差
拡
大
と
環
境
破
壊
の
問

題
で
す
。

　
日
本
で
も
、
経
済
的･

社
会
的

に
弱
い
立
場
に
置
か
れ
て
い
る

人
々
に
大
き
な
犠
牲
が
強
い
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
そ
の
背
景
の
一
つ
と
し
て
、
多

く
の
専
門
家
が
共
通
し
て
指
摘
し

て
い
る
の
が
、
人
間
に
よ
る
無

秩
序
な
生
態
系
へ
の
侵
入･

環
境

破
壊
、
あ
る
い
は
地
球
温
暖
化
に

よ
っ
て
棲
む
場
所
を
奪
わ
れ
た
動

物
が
人
間
と
接
触
す
る
こ
と
で
新

し
い
感
染
症
が
出
現
し
た
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
環
境
破
壊
を
顧

み
る
こ
と
の
な
い
利
潤
第
一
主
義

と
い
う
生
産
様
式
を
変
え
な
く
て

は
、
今
の
新
型
コ
ロ
ナ
を
終
息
さ

せ
た
と
し
て
も
、
ま
た
次
の
よ
り

危
険
な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
襲
わ
れ

る
可
能
性
も
あ
る
こ
と
を
し
っ
か

り
見
据
え
た
対
策
、
政
治
と
社
会

の
あ
り
方
を
考
え
る
時
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
忖
度
や
、
一
部
の
人
に
左
右
さ

れ
な
い
、
道
理
が
通
る
公
平
公
正

な
行
政･

政
治
こ
そ
信
頼
の
前
提

で
あ
る
こ
と
は
、
日
野
町
で
も
ま

た
同
様
で
す
。

① 

日
野
町
独
自
の
コ
ロ
ナ
対
策

の
、
藤
澤
町
長
の
取
り
組
み
姿

勢
を
伺
う
。

② 

５
期
目
を
目
指
す
藤
澤
町
長
の

政
治
姿
勢
を
伺
う
。

答
　
市
場
経
済
至
上
主
義
か
ら

心
豊
か
な
共
生
社
会
へ

①
コ
ロ
ナ
終
息
後
に
求
め
ら
れ
る
社

会
は
自
然
と
共
生
を
し
、
市
場
経
済

至
上
主
義
か
ら
心
豊
か
な
暮
ら
し
へ

の
転
換
、
助
け
合
っ
て
生
き
る
社
会

の
実
現
が
必
要
、
日
野
町
に
は
そ
う

し
た
環
境
と
土
壌
が
あ
り
、
改
め
て

ほ
ど
よ
い
田
舎
の
良
さ
を
再
認
識
し

て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
、
わ
が
町

で
は
、
３
月
の
学
校
休
校
に
は
、
学

童
保
育
所
が
朝
か
ら
の
受
け
入
れ
を

実
施
し
て
い
た
だ
き
、
４
月
か
ら
は

小
学
校
で
の
預
か
り
児
童
へ
の
給
食

を
提
供
し
て
き
た
。

　
保
育
所
、
作
業
所
、
医
療
機
関
、

介
護
施
設
で
も
感
染
防
止
を
図
り
、

継
続
し
て
い
た
だ
け
た
。

　
町
独
自
の
コ
ロ
ナ
対
策
で
は
、
暮

ら
し
の
応
援
、
商
工
会
と
の
連
携
、

協
力
し
て
事
業
者
等
へ
の
支
援
に
力

を
注
い
だ
。

憲
法
の
理
念
を
生
か
し
、
住

民
の
命
と
健
康
、
暮
ら
し
を

守
る

②
こ
う
し
た
時
だ
か
ら
こ
そ
、
憲
法

の
理
念
を
生
か
し
、
最
大
限
の
行
政

施
策
を
講
じ
て
、
住
民
の
命
と
健
康
、

暮
ら
し
と
生
業
を
守
る
こ
と
。

　
住
民
が
主
役
、
住
民
の
声
が
届
く

公
平
公
正
な
、
開
か
れ
た
町
政
を
さ

ら
に
前
進
さ
せ
た
い
。

　 

こ
の
た
び
の
コ
ロ
ナ
禍
で
、

私
も
日
野
町
の
ほ
ど
よ
い
田
舎
、

人
情
味
あ
る
住
民
の
関
係
の
良
さ

を
実
感
し
、
日
野
町
に
住
ん
で
い

る
こ
と
を
誇
ら
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
一
部
の
人
の
声

に
左
右
さ
れ
な
い
、
町
民
が
主
人

公
の
公
平
公
正
な
町
と
し
て
発
展

さ
れ
る
こ
と
を
願
い
、
議
員
と
し

て
も
力
を
尽
く
し
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

議
員
の
コ
メ
ン
ト

池元 法子 議員

次
ペ
ー
ジ
は
▼

提
出
さ
れ
た
議
案
と
結
果
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提出された議案と結果

町 長 提 出 議 案 結　果 野
矢
山
本
髙
橋

堀
江
後
藤
奥
平
山
田谷中

西
齋
藤
西
澤
池
元
杉
浦

専決処分（条例の一部改正）（３議案）
日野町税条例および日野町税条例等の一部を改正する条例
関係法律の制定公布に伴い、所有者不明土地等に係る固
定資産税の課税上の課題に対応するための改正他

原案承認 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 ／

日野町介護保険条例
関係政令の制定公布に伴い、消費税率の引き上げに伴う
低所得者の保険料の軽減強化

原案承認 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 ／

日野町国民健康保険税条例
関係法律の制定公布に伴い、国民健康保険税の基礎課税
額の課税限度額の引き上げおよび減額措置に係る軽減判
定所得の算定方法の変更

原案承認 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 ／

条例の一部改正（８議案）
日野町税条例
関係法律の制定公布に伴い、新型コロナウイルス感染症
緊急経済対策における税制上の措置（軽自動車税環境性
能割の軽減延長、徴収の猶予の特例、寄附金控除の特例等）
を講じるもの

原案可決 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 ／

日野町特定教育・保育施設および特定地域型保育事業の
運営に関する基準を定める条例
関係政令の制定公布に伴い、連携施設の確保について見
直しを行うもの

原案可決 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 ／

日野町家庭的保育事業等の設備および運営に関する基準
を定める条例
関係省令の制定公布に伴い、連携施設の確保および居宅
訪問型保育事業者が保育を提供できる場合について見直
しを行うもの

原案可決 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 ／

日野町放課後児童健全育成事業の設備および運営に関す
る基準を定める条例
関係省令の制定公布に伴い、放課後児童支援員の資格要
件について改正

原案可決 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 ／

日野町後期高齢者医療に関する条例
新型コロナウイルス感染症に感染した被保険者に対する
傷病手当金の申請書の受付事務を町が行う事務に追加す
るもの

原案可決 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 ／

日野町介護保険条例
新型コロナウイルス感染症の影響により、介護保険料の減
免を実施するため、減免申請の特例について定めたもの。

原案可決 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 ／

日野町国民健康保険条例
新型コロナウイルス感染症に感染した被保険者に対する
傷病手当金の支給に関する規定を定めるもの

原案可決 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 ／

日野町国民健康保険税条例
新型コロナウイルス感染症等の特別な事情がある場合は、
減免申請の期限後において申請でき、遡及適用できるよ
うにするもの

原案可決 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 ／

補正予算（２議案）
一般会計（第２号） 原案可決 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 ／
国民健康保険特別会計（第１号） 原案可決 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 ／

町 長 提 出 議 案 結　果
（＊１）

野
矢
山
本
髙
橋

堀
江
後
藤
奥
平
山
田谷中

西
齋
藤
西
澤
池
元
杉
浦

人事（ 1 5 議 案 ）
日野町農業委員会委員の任命
奥村文雄氏 (中之郷）、田中嘉浩氏（別所）、葊瀬敬一郎氏（中
道）、渡邉岩男氏（安部居）、田中治巳氏（猫田）、池田香
氏（西大路）、岡友治氏（鎌掛）、加納文弘氏（川原）、井
上順子氏（原）、森綾子氏（上野田）、吉澤嘉和氏（木津）、
福井美智子氏（増田）、大杉惠一氏（松尾）、内田信夫氏（い
せの）、馬塲嘉一氏（山本）

原案同意 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 ／

工事請負契約の締結（２議案）
町道西大路鎌掛線道路改良工事（その６）
◎工事場所…鎌掛◎施工延長…520 ｍ◎契約金額…1億
2804万円◎契約相手方…サタ山善㈱日野営業所所長　西
村泰三◎工事期間…令和 3年 2月 22日まで

原案可決
（産業建設）〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 ／

日野町防災情報システム整備事業
◎工事内容…操作卓一式・親局１局・子局 10局◎契約金
額…1億 2445 万 4000 円◎契約相手方…東芝通信イン
フラシステムズ㈱関西支店支店長　高弘之◎工事期間…
令和 3年 3月 31日まで

原案可決
（総務） 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 ／

条例の一部改正（１議案）
特別職の職員の給与等に関する条例
新型コロナウイルス感染症対策費用の財源の一部を確保
するため、令和 2年 6月の特別職の期末手当全額を減額
しようとするるもの。

原案可決 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 ／

補正予算（４議案）

一般会計（第３号） 修正可決
（予算） 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 ／

一般会計（第４号） 原案可決
（予算） 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 ／

簡易水道特別会計（第１号） 修正可決
（厚生） 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 ／

水道事業会計（第１号） 修正可決
（厚生） 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 ／

* 修正可決について…髙橋議員・後藤議員・野矢議員から一般会計補正予算（第３号）（案）について修正動議の発議が
あり、齋藤光弘厚生常任委員長から簡易水道特別会計補正予算（第１号）（案）と水道事業会計補正予算（第１号）（案）
について修正動議の提出がありました。修正動議の内容は、新型コロナウイルス感染症対応で生活支援として提案があっ
た水道使用料基本料金の減免を４か月からさらに２か月延長し、６か月とすることとし、それに伴う予算措置の修正を
行ったものです。修正案に対して採決の結果、３議案とも賛成全員で可決しました。（修正以外の部分については原案可決）

＊
議
長
は
議
事
進
行
を
行
う
た
め
賛
否
表
明
は
し
ま
せ
ん
。
賛
否
同
数
の
み
「
議
長
採
決
」
と
し
て
表
明
し
ま
す
。

加
藤

加
藤

〇賛成　×反対

第２回臨時会（５月15日開催） 第３回定例会（６月１日～23日）

議 員 提 出 議 案 結　果 野
矢
山
本
髙
橋

堀
江
後
藤
奥
平
山
田谷中

西
齋
藤
西
澤
池
元
杉
浦

人事（ 1 議 案 ）
日野町議会議員の議員報酬および費用弁償等に関する条例
新型コロナウイルス感染症対策費用の財源の一部を確保
するため、令和 2 年 7 月から 10 月までの議員報酬を
10％減額しようとするもの。（修正可決された一般会計補
正予算（第３号）の増額分に充当することを希望）

原案可決 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 ／

（*1） 結果の下の （　　） は審議を付託した委員会 ・特別委員会の名称

加
藤

次
ペ
ー
ジ
は
▼

議
長
コ
ラ
ム
／
編
集
後
記
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提出された議案と結果

町 長 提 出 議 案 結　果 野
矢
山
本
髙
橋

堀
江
後
藤
奥
平
山
田谷中

西
齋
藤
西
澤
池
元
杉
浦

専決処分（条例の一部改正）（３議案）
日野町税条例および日野町税条例等の一部を改正する条例
関係法律の制定公布に伴い、所有者不明土地等に係る固
定資産税の課税上の課題に対応するための改正他

原案承認 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 ／

日野町介護保険条例
関係政令の制定公布に伴い、消費税率の引き上げに伴う
低所得者の保険料の軽減強化

原案承認 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 ／

日野町国民健康保険税条例
関係法律の制定公布に伴い、国民健康保険税の基礎課税
額の課税限度額の引き上げおよび減額措置に係る軽減判
定所得の算定方法の変更

原案承認 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 ／

条例の一部改正（８議案）
日野町税条例
関係法律の制定公布に伴い、新型コロナウイルス感染症
緊急経済対策における税制上の措置（軽自動車税環境性
能割の軽減延長、徴収の猶予の特例、寄附金控除の特例等）
を講じるもの

原案可決 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 ／

日野町特定教育・保育施設および特定地域型保育事業の
運営に関する基準を定める条例
関係政令の制定公布に伴い、連携施設の確保について見
直しを行うもの

原案可決 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 ／

日野町家庭的保育事業等の設備および運営に関する基準
を定める条例
関係省令の制定公布に伴い、連携施設の確保および居宅
訪問型保育事業者が保育を提供できる場合について見直
しを行うもの

原案可決 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 ／

日野町放課後児童健全育成事業の設備および運営に関す
る基準を定める条例
関係省令の制定公布に伴い、放課後児童支援員の資格要
件について改正

原案可決 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 ／

日野町後期高齢者医療に関する条例
新型コロナウイルス感染症に感染した被保険者に対する
傷病手当金の申請書の受付事務を町が行う事務に追加す
るもの

原案可決 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 ／

日野町介護保険条例
新型コロナウイルス感染症の影響により、介護保険料の減
免を実施するため、減免申請の特例について定めたもの。

原案可決 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 ／

日野町国民健康保険条例
新型コロナウイルス感染症に感染した被保険者に対する
傷病手当金の支給に関する規定を定めるもの

原案可決 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 ／

日野町国民健康保険税条例
新型コロナウイルス感染症等の特別な事情がある場合は、
減免申請の期限後において申請でき、遡及適用できるよ
うにするもの

原案可決 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 ／

補正予算（２議案）
一般会計（第２号） 原案可決 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 ／
国民健康保険特別会計（第１号） 原案可決 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 ／

町 長 提 出 議 案 結　果
（＊１）

野
矢
山
本
髙
橋

堀
江
後
藤
奥
平
山
田谷中

西
齋
藤
西
澤
池
元
杉
浦

人事（ 1 5 議 案 ）
日野町農業委員会委員の任命
奥村文雄氏 (中之郷）、田中嘉浩氏（別所）、葊瀬敬一郎氏（中
道）、渡邉岩男氏（安部居）、田中治巳氏（猫田）、池田香
氏（西大路）、岡友治氏（鎌掛）、加納文弘氏（川原）、井
上順子氏（原）、森綾子氏（上野田）、吉澤嘉和氏（木津）、
福井美智子氏（増田）、大杉惠一氏（松尾）、内田信夫氏（い
せの）、馬塲嘉一氏（山本）

原案同意 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 ／

工事請負契約の締結（２議案）
町道西大路鎌掛線道路改良工事（その６）
◎工事場所…鎌掛◎施工延長…520 ｍ◎契約金額…1億
2804万円◎契約相手方…サタ山善㈱日野営業所所長　西
村泰三◎工事期間…令和 3年 2月 22日まで

原案可決
（産業建設）〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 ／

日野町防災情報システム整備事業
◎工事内容…操作卓一式・親局１局・子局 10局◎契約金
額…1億 2445 万 4000 円◎契約相手方…東芝通信イン
フラシステムズ㈱関西支店支店長　高弘之◎工事期間…
令和 3年 3月 31日まで

原案可決
（総務） 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 ／

条例の一部改正（１議案）
特別職の職員の給与等に関する条例
新型コロナウイルス感染症対策費用の財源の一部を確保
するため、令和 2年 6月の特別職の期末手当全額を減額
しようとするるもの。

原案可決 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 ／

補正予算（４議案）

一般会計（第３号） 修正可決
（予算） 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 ／

一般会計（第４号） 原案可決
（予算） 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 ／

簡易水道特別会計（第１号） 修正可決
（厚生） 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 ／

水道事業会計（第１号） 修正可決
（厚生） 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 ／

* 修正可決について…髙橋議員・後藤議員・野矢議員から一般会計補正予算（第３号）（案）について修正動議の発議が
あり、齋藤光弘厚生常任委員長から簡易水道特別会計補正予算（第１号）（案）と水道事業会計補正予算（第１号）（案）
について修正動議の提出がありました。修正動議の内容は、新型コロナウイルス感染症対応で生活支援として提案があっ
た水道使用料基本料金の減免を４か月からさらに２か月延長し、６か月とすることとし、それに伴う予算措置の修正を
行ったものです。修正案に対して採決の結果、３議案とも賛成全員で可決しました。（修正以外の部分については原案可決）

＊
議
長
は
議
事
進
行
を
行
う
た
め
賛
否
表
明
は
し
ま
せ
ん
。
賛
否
同
数
の
み
「
議
長
採
決
」
と
し
て
表
明
し
ま
す
。

加
藤

加
藤

〇賛成　×反対

第２回臨時会（５月15日開催） 第３回定例会（６月１日～23日）

議 員 提 出 議 案 結　果 野
矢
山
本
髙
橋

堀
江
後
藤
奥
平
山
田谷中

西
齋
藤
西
澤
池
元
杉
浦

人事（ 1 議 案 ）
日野町議会議員の議員報酬および費用弁償等に関する条例
新型コロナウイルス感染症対策費用の財源の一部を確保
するため、令和 2 年 7 月から 10 月までの議員報酬を
10％減額しようとするもの。（修正可決された一般会計補
正予算（第３号）の増額分に充当することを希望）

原案可決 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 ／

（*1） 結果の下の （　　） は審議を付託した委員会 ・特別委員会の名称

加
藤

次
ペ
ー
ジ
は
▼

議
長
コ
ラ
ム
／
編
集
後
記

23 議会だより
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編
集
後
記

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
都

市
部
で
感
染
拡
大
し
、
日
々
の

生
活
に
も
不
安
が
募
る
一
方
、

記
録
的
な
豪
雨
に
よ
り
全
国
各
地
で
河
川
氾
濫
、
土
砂
崩
れ
と
甚

大
な
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
多
く
の
方
が
被
災
さ
れ
、
心
か
ら

お
見
舞
を
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方

の
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

　
さ
て
、
七
月
に
は
八
年
ぶ
り
に
日
野
町
長
選
挙
が
執
行
さ
れ
ま

し
た
。
政
策
論
戦
は
当
然
で
あ
り
ま
す
が
、
厳
し
い
選
挙
が
予
想

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
六
月
定
例
議
会
閉
会
日
に
は
両
陣
営
関
係
者

に
「
モ
ラ
ル
も
競
う
選
挙
に
し
て
下
さ
い
」
と
要
請
致
し
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
選
挙
戦
に
入
れ
ば
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
誹
謗
中
傷
や
公
職
選

挙
法
に
触
れ
る
疑
わ
し
い
ビ
ラ
も
見
受
け
ま
し
た
。

　
し
か
し
、「
選
挙
が
終
れ
ば
ノ
ー
サ
イ
ド
」
素
晴
ら
し
い
言
葉

で
あ
り
ま
す
。
新
町
長
に
は
前
町
長
の
功
績
を
称
え
、
尊
重
す
べ

き
と
こ
ろ
は
引
き
継
ぎ
、
一
党
一
派
に
偏か

た
よ

る
こ
と
な
く
、
真
の
公

正
・
公
平
な
町
政
運
営
、
選
挙
戦
で
訴
え
た
公
約
と
住
民
の
ニ
ー

ズ
を
し
っ
か
り
捉
え
た
施
策
の
実
現
。
併
せ
て
町
の
将
来
を
背
負

う
若
者
や
若
い
町
職
員
さ
ん
の
意
見
も
聴
き
「
魅
力
あ
る
町
づ
く

り
」
に
着
手
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
庁
舎
は
常
に
若
さ
が
み

な
ぎ
り
、
親
し
み
易
い
明
る
く
環
境
の
い
い
役
場
に
な
る
事
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

　
議
員
に
あ
っ
て
は
住
民
の
代
表
と
し
て
諸
事
を
的
確
に
た
だ

し
、
創
造
力
を
高
め
〝
多
く
の
住
民
が
望
む
〞
提
言
・
提
案
を
重

ね
て
い
た
だ
き
、
行
政
・
議
会
が
ワ
ン
チ
ー
ム
で
活
力
あ
る
町
に

邁
進
し
て
参
り
ま
す
。

議長 杉浦 和人

　
コ
ロ
ナ
禍
で
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
の

動
き
が
止
ま
り
、
生
活
様
式
も
様
変
わ

り
し
ま
し
た
。
都
市
部
で
は
第
二
波
の

感
染
拡
大
が
進
ん
で
お
り
、
気
を
緩
め

ず
乗
り
越
え
た
い
も
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
７
月
11
日
、
新
し

い
町
長
が
誕
生
し
ま
し
た
。
特
集
で
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
の
内
容
を
記
載
し
ま
し

た
。
待
っ
た
な
し
の
コ
ロ
ナ
禍
対
策

や
、
住
民
の
暮
し
に
幅
広
い
視
野
で
耳

を
傾
け
、
日
野
町
の
将
来
を
築
き
上
げ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。（

山
本
　
秀
喜
）

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長 

堀
江
　
和
博
（
６
月
30
日
失
職
）

　
　
　
副
委
員
長 

後
藤
　
勇
樹

　
　
　
委
員 

齋
藤
　
光
弘

　
　
　
委
員
　
　
　
　 

加

　
和
幸

　
　
　
委
員 

髙
橋
源
三
郎

　
　
　
委
員 

山
本
　
秀
喜

　
　
　
委
員 

野
矢
　
貴
之

議

長

コ

ラ

ム

真
の
公
正
・
公
平
な

町
政
に
期
待
し
ま
す

主要地方道土山蒲生近江八幡線（御代参街道）の
現地視察で要望書を提出(6/23)

　主要地方道土山蒲生近江八幡線（御代参街
道）改良期成同盟会（西澤正治会長）は、視察
のため滋賀県に来られた門博文国土交通大臣政
務官に、早期全線整備の要望を行われ、議会か
らも正副議長と産業建設常任委員会正副委員長
が出席しました。

日野小学校６年生83名が
日野町議会を見学(7/7)

　社会科の地方自治を学ぶ学習で議会の見学に
来られました。２学期には学習した内容をまと
め、プレゼンテーションを実施されます。我々
議員も招待を受け、今から楽しみにしています。

議会を探検しよう！
（議員控室）

議会は何をする所？　
（本会議場）

報
告
　 

堀
江
和
博
議
員
は
、
公
職
選
挙
法

の
規
定
に
よ
り
６
月
30
日
付
け
で
日
野
町
議

会
議
員
を
失
職
致
し
ま
し
た
。

＊
「
議
会
だ
よ
り
」
に
関
す
る
ご
意
見
募
集
中
！
書
式
は
問
い
ま
せ
ん
。
郵
送
・e-m

ail

ま
た
は
議
会
事
務
局
ま
で
ご
持
参
願
い
ま
す
。
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